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菜の花まつり
　

　今年も入田ヤナギ林で「菜の花まつり」が開催さ

れました。

　期間中は四万十市観光開きのほか、幡多の食まつ

り、こども宝探しなどさまざまなイベントが催され、

菜の花で黄色に染まったヤナギ林は多くの人で賑

わいました。

　菜の花をバックに行われた琴の演奏会では、訪れ

た皆さんは野点のお茶を飲みながら、その澄んだ音

色とともに春の四万十を楽しみました。
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※プログラム、当日のスケジュール等の詳細に関し
　ては、下記問い合わせ先にご連絡ください。

【問い合わせ・申込先】
　公家行列実行委員会（事務局：商工会議所）
　☎（34）4333　　FAX(34)1451

□ 日　時（予定）
　5月3日（土）　10時～16時
　【行列は一條神社13時30分スタート予定】
□ 募集人数　130人
□ 応募資格　小学生　～　大人
□ 申込締切　4月15日頃まで

　応仁2年（1468年）前関白一條教房公は、応仁の乱を逃れ、中村に下向しました。この様子
を再現した土佐一條公家行列が5月3日に開催されます。
　当日は室町時代のみやびやかな衣装を着た約200人の行列が、四万十市の市街地を練り
歩きます。また、天神橋アーケードや一条通では、物産の販売やジャグリング・マジックショー
などのイベントも開催される予定ですので、ぜひともお越しください。
　また行列に参加される人も募集しています。

　応仁2年（1468年）前関白一條教房公は、応仁の乱を逃れ、中村に下向しました。この様子
を再現した土佐一條公家行列が5月3日に開催されます。
　当日は室町時代のみやびやかな衣装を着た約200人の行列が、四万十市の市街地を練り
歩きます。また、天神橋アーケードや一条通では、物産の販売やジャグリング・マジックショー
などのイベントも開催される予定ですので、ぜひともお越しください。
　また行列に参加される人も募集しています。

今年も走ります！！ 四万十川周遊川バス号今年も走ります！！ 四万十川周遊川バス号

【問い合わせ先】　高知西南交通株式会社　☎（34）1266

ボンネットバス「あかめ号」で中村駅を出発し、沈下橋を見学しながら
江川崎駅で折り返し、また中村駅に帰ってくるコースです。
途中乗車、下車もOKですので、市民の皆さんもぜひご利用ください。

ボンネットバス「あかめ号」で中村駅を出発し、沈下橋を見学しながら
江川崎駅で折り返し、また中村駅に帰ってくるコースです。
途中乗車、下車もOKですので、市民の皆さんもぜひご利用ください。

ゴールデンウィーク
　4月26日（土）～5月6日（火）毎日運行
夏休み
　7月19日(土)～8月31日（日）の金土日　
　※8月8日（金）～8月17日（日）は毎日運行

■ 運行日

■ 運　賃

半日コースA、B  各600円
※半日コースA・Bを利用する１日コースは1,000円です。
　（小学生以下は半額）

■ コース

中村駅（10：10発）
 ⇒かわらっこ（10：39-10：49）
 ⇒勝間沈下橋（10：54-11：04）
 ⇒岩間沈下橋（11：24-11：34）
 ⇒江川崎駅（11：53着）

江川崎駅（12：10発）
 ⇒口屋内沈下橋・しゃえんじり（12：41-13：23）
 ⇒高瀬沈下橋（13：36-13：46）
 ⇒佐田沈下橋８14：03-14：25）
 ⇒サンリバー四万十（14：45-15：00）
 ⇒中村駅（15：02-15：03）
 ⇒四万十川記念公園【山路】（15：18-16：45）
 ⇒中村駅（16：57着）
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〜
市
の
産
業
振
興
に
資
す
る
事
業
を
支
援
し
ま
す
〜

例
え
ば
・・・

●
地
域
の
農
林
水
産
資
源
を
使
っ
た
商
品
を
開
発
し
販
売
し
た
い
。

●
今
あ
る
商
品
の
磨
き
上
げ
や
生
産
を
拡
大
し
外
商
に
つ
な
げ
た
い
。

●
観
光
の
情
報
発
信
や
体
験
型
観
光
等
の
メ
ニ
ュ
ー
づ
く
り
が
し
た
い
。

●
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
観
光
に
つ
な
げ
た
い
。

　

な
ど
産
業
振
興
に
取
り
組
む
意
欲
あ
る
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
!!

事
業
の
目
的

　

地
域
の
素
材
を
活
か
し
た
商
品
開
発
や
販
路
拡
大
等
生
産
か
ら
販

売
ま
で
の
取
組
や
観
光
振
興
に
資
す
る
取
組
な
ど
を
総
合
的
に
支
援

し
、
本
市
の
産
業
振
興
を
効
果
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
地
域
経
済
の

活
性
化
と
雇
用
の
創
出
に
つ
な
げ
る
。

対
象
と
な
る
事
業

　

市
の
産
業
振
興
に
資
す
る
と
認
め
ら
れ
る
ソ
フ
ト
事
業
お
よ
び

ハ
ー
ド
事
業
で
、新
た
な
発
想
や
工
夫
が
提
示
さ
れ
、特
に
雇
用
創
出

や
所
得
向
上
等
地
域
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
も

の
（
単
に
既
存
の
取
組
を
継
続
す
る
だ
け
の
事
業
お
よ
び
市
の
他
の

制
度
に
よ
り
補
助
金
等
を
受
け
て
い
る
事
業
は
除
く
）

対
象
と
な
る
事
業
者

・
商
工
会
、商
工
会
議
所
、農
業
協
同
組
合
、森
林
組
合
、漁
業
協
同
組
合
、

公
益
社
団
法
人
、公
益
財
団
法
人
、第
三
セ
ク
タ
ー
、特
定
非
営
利
活

動
法
人
、観
光
協
会
等

・
中
小
企
業
者（
個
人
事
業
者
を
含
む
）、中
小
企
業
団
体
等

・
共
同
体
、協
議
会
、グ
ル
ー
プ
等

「
産
業
振
興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
」募
集
の
ご
案
内

　

安
並
運
動
公
園
屋
外
プ
ー
ル
跡
地
に
建

設
が
進
め
ら
れ
て
い
た
武
道
館
が
完
成
し
、

次
の
と
お
り
落
成
式
典
を
行
い
ま
す
。

　

記
念
式
典
の
後
、関
係
者
の
ご
協
力
に
よ

り
、四
万
十
町
出
身
の
剣
道
家
平
野
宜
昭
氏

を
お
招
き
し
、こ
け
ら
落
と
し
と
し
て
模
範

演
武
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
後
は
、武
道
関
係
団
体
の
皆
さ
ん
に
大

い
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、日
々
練
習
を
積
む

場
と
し
て
、そ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日
時
　

４
月
20
日（
日
）

　
　
　

記
念
式
典
　

14
時
か
ら

　
　
　

模
範
演
武
ほ
か
　

15
時
か
ら

場
所
　

安
並
運
動
公
園
武
道
館

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）教
育
委
員
会
　

社
会
体
育
課

　

（
安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎（
３
４
）２
０
７
１

市
立
武
道
館
が

　
　

落
成
し
ま
し
た

事
業
内
容
・
補
助
率

　

取
組
の
段
階
に
応
じ
て
次
の
と
お
り
支
援
し
ま
す
。

　

◆
調
査
・
研
究
段
階
の
支
援

　
　

〔
事
業
内
容
〕
視
察
研
修
、
市
場
・
販
路
調
査
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
招

　
　

致
　

な
ど

　
　

〔
補
助
率
〕10
/
10
以
内
　

（
上
限
50
万
円
）

　

◆
事
業
化
・
推
進
段
階
の
支
援

　
　

〔
事
業
内
容
〕商
品
開
発
・
改
良
、販
路
開
拓
、観
光
交
流
促
進
、施

　
　

設
・
設
備
等
整
備
　

な
ど

　
　

〔
補
助
率
〕2
/
3
以
内
　

（
上
限
ソ
フ
ト
事
業
1
0
0
万
円
・
　

　
　

ハ
ー
ド
事
業
2
5
0
万
円
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

＊
右
記
の
ほ
か
国
や
県
等
の
補
助
事
業
に
対
す
る
継
ぎ
足
し
補
助

　
　

も
あ
り
ま
す
。

募
集
期
間（
1
次
募
集
）

　

４
月
７
日（
月
）〜
５
月
９
日（
金
）

　

※
２
次
募
集
以
降
は

　
　

６
月
〜
12
月
ま
で
の

　
　

毎
月
１
日
〜
15
日

◎
ま
ず
は
お
気
軽
に
市
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
庁
）企
画
広
報
課
、農
林
課
、観
光
課
、商
工
課
、（
総
合
支
所
）産

　

業
建
設
課

　

☎（
3
4
）1
1
4
5(

企
画
広
報
課
）ま
た
は
各
課
に
直
接
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
規
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４月１日から

市の組織機構が変わります

４月１日から

市の組織機構が変わります

４月１日から

市の組織機構が変わります

　産業の振興や市民サービス向上の観点から、市の組織機能の充実

強化を図るため、４月１日から組織の一部を変更します。

百笑町で行っていました水道業務を本庁で行います

林業振興係

水道係

下水道係

農林課

※上記(2)により水道課の執務室は、百笑町から本庁5階に移動します。

農地管理係
(農業委員会に関すること)

林業課

農業課

西土佐林業分室

林業振興係

農業委員会事務局

西土佐林業分室

農業振興係

農業土木係

農業土木係

秘書係

広報公聴係

企画調整係

広報情報係

産業振興室

企画調整係

情報化推進係

道路管理係

土木係

総務係

企画広報課

平成26年度からの行政組織の概要

旧（変更前） 新（変更後）

旧（変更前） 新（変更後）

１　産業振興部門の強化および産業振興計画策定のため、産業振興室を新設し、計画策定体制を強化

建設課

企画広報課

秘書広報室
※秘書係は総務課へ移管

農業振興係

上下水道課

工務係

水道課

都市整備課 計画係

まちづくり課道路管理係

土木係

国土調査係

下水道係

総務係

計画調査係

２　「事務事業運営の簡素かつ効率化」の観点に基づき、小規模組織を是正し、関連する事務を統合、再編す
　　ることで効率的かつ合理的な行政組織に改編

３　教育委員会西土佐事務所については、組織体制を縮小し、本庁教育委員会学校教育課の分室となります。
　　なお、変更後の西土佐教育分室の執務室は従来と変わらず西土佐ふれあいホール内となります。

(1)土木建設関係を統合し、組織
　 を簡素かつ効率化（建設課＋
　 都市整備課（計画）⇒まちづく
　 り課）

(2)水道、下水道業務を合わせる
　 ことで、市民手続きや問い合
　 わせに対してサービスの向上
　 を図る。（都市整備課（下水道）
　 ＋水道課⇒上下水道課）

(3)農業、林業の２課編成を、１課
　 編成とし、従来からの農業振
　 興の取組みに加え、農業委員
　 会事務局での農地管理等の業
　 務を連携させることで組織強
　 化を図る。

【問い合わせ先】　（市）総務課　行政管理係　☎（34）1804
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10
月
か
ら
四
万
十
市
デ
マ
ン
ド
交
通
ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー「
八
束
線
」の
実
証
運
行
を
開
始
し
て
い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
の
利
用
者

か
ら
の
意
見
等
に
よ
り
、利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、八
束
地
区
内
で
運
行
路
線
上
で
あ
れ
ば
バ
ス
停
以
外
で
も
乗
り
降
り
で
き

る「
フ
リ
ー
乗
降
」に
４
月
３
日（
木
）の
運
行
か
ら
切
り
替
え
を
行
い
ま
す
。

　

八
束
線
を
利
用
す
る
に
は
、前
も
っ
て
電
話
予
約
が
必
要
で
、八
束
地
区
内
の
運
行
路
線
上
で
フ
リ
ー
乗
車
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、予
約
時
に
最
寄
り
の
バ
ス
停
等
を
起
点
に
、ど
の
あ
た
り
で
乗
車
し
た
い
か
ご
説
明
く
だ
さ
い
。バ
ス
停
以
外
で
乗
車
さ
れ
る

場
合
は
、ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
が
近
づ
い
た
ら
運
転
手
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
手
を
挙
げ
る
な
ど
の
合
図
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー
八
束
線
は
、平
成
26
年
９
月
末
ま
で
実
証
運
行
を
行
い
、10
月
か
ら
本
格
運
行
に
切
り
替
え
る
予
定
と
し
て
お

り
、皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
よ
り
良
い
公
共
交
通
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
八
束
線
ご
利
用
で
の
注
意
点

　

①
利
用
す
る
場
合
は
必
ず
予
約
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

予
約
電
話
先 

（
四
万
十
市
ハ
イ
ヤ
ー
タ
ク
シ
ー
組
合
）

　
　

予
約
は
、利
用
し
た
い
日
の
２
日
前
か
ら
、１
便
目
の
ご
利
用
は
前
日
ま
で
に
、そ
の
他
は
各
運
行
便
の
始
発
時
間
の
１
時
間

　
　

前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。（
２
便
目
は
10
時
37
分
ま
で
、３
便
目
は
14
時
45
分
ま
で
）

　

②
予
約
は
、八
束
地
区
内
間
お
よ
び
八
束
地
区⇔

中
村
市
街
地
間
の
移
動
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

中
村
市
街
地
内
の
移
動
は
、中
村
ま
ち
バ
ス
お
よ
び
通
常
の
タ
ク
シ
ー
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

③
八
束
地
区
以
外（
中
村
市
街
地
）で
は
決
め
ら
れ
た
バ
ス
停
で
乗
車
を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
れ
愛
タ
ク
シ
ー「
八
束
線
」の
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
!!

２
月
15
日
〜
３
月
14
日

２
月
15
日
　

山
間
米
発
売
10
周
年
記
念
祝
賀
会
「
楽
稲
（
た
の

　
　
　
　
　

し
い
ね
）」

　
　
　
　
　

国
道
４
４
１
号
網
代
バ
イ
パ
ス
安
全
祈
願
祭
・
開

　
　
　
　
　

通
式

　
　

16
日
　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
ま
ゆ
う
お
よ
び
小
規
模
多

　
　
　
　
　

機
能
型
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
ま
ゆ
う
　

移

　
　
　
　
　

転
新
築
落
成
式
典
　

　
　

19
日
　

健
康
福
祉
委
員
会
代
表
者
連
絡
会
議

　
　
　
　
　

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー

　
　

20
日
　

医
師
確
保
業
務（
愛
媛
県
北
宇
和
郡
鬼
北
町
）

　
　
　
　
　

高
知
県
山
林
協
会
理
事
会（
高
知
市
）

　
　

21
日
　

四
万
十
川
総
合
水
防
演
習
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　

区
長
会
総
会
　

　
　

22
日
　

幡
多
自
主
防
災
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
イ
ン
し
ま
ん
と

　
　

23
日
　

市
民
講
座「
認
知
症
」

　
　

24
日
　

当
初
予
算
記
者
発
表

　
　
　
　
　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
総
会

　
　

25
日
　

四
国
西
南
地
域
道
路
整
備
促
進
協
議
会
に
よ
る

　
　
　
　
　

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
長
道
路
整
備
要

　
　
　
　
　

望（
高
松
市
）

　
　

27
日
　

交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式

　
　
　
　
　

幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会

　
　
　
　
　

幡
多
広
域
南
海
地
震
対
策
連
絡
協
議
会

　
　

28
日
　

歌
手
　

金
田
た
つ
え
氏
表
敬
訪
問

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
高
知
は
た
　

ゆ
ず
出
荷
販
売
検
討
会

３
月
１
日
　

中
村
高
校
、幡
多
農
高
卒
業
式

　
　

２
日
　

中
村
高
校
西
土
佐
分
校
卒
業
式

　
　

３
日
　

高
知
Ｅ
．Ａ
．コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー（
株
）入
社
式

　
　
　
　
　

３
月
市
議
会
定
例
会
開
会（
〜
19
日
）

　
　

４
日
　

四
万
十
わ
か
ば
更
生
保
護
女
性
会
と
の
意
見
交

　
　
　
　
　

換
会

　
　

５
日
　

国
土
交
通
省
と
の
災
害
時
一
時
避
難
場
所
協
力

　
　
　
　
　

協
定
締
結
式

　
　
　
　
　

雇
用
創
造
促
進
協
議
会
成
果
品
公
開
セ
ミ
ナ
ー

　
　

６
日
　

産
業
振
興
計
画
審
議
会

　
　

８
日
　

四
万
十
市
観
光
開
き

　
　

９
日
　

中
村
交
響
楽
団
演
奏
会
イ
ン
四
万
十

　
　

13
日
　

退
職
消
防
団
員
市
長
表
彰
式

　
　

14
日
　

中
村
中
学
校
、西
土
佐
中
学
校
卒
業
式

市
長
日
誌

■
停
留
所
一
覧

①
中
村
駅 

②
中
村
駅
前
通 

③
幡
多
病
院 

④
太
平

寺
通 

⑤
ア
ピ
ア
さ
つ
き 

⑥
中
村
地
方
合
同
庁
舎 

⑦
右
山
五
月
町 

⑧
吉
井
病
院 

⑨
四
国
電
力
前 

⑩

市
民
病
院 
⑪
一
条
通 

⑫
木
俵
病
院 

⑬
森
下
病
院 

⑭
市
役
所
玄
関
前 

⑮
四
国
銀
行
前 

⑯
京
町
２
丁

目 

⑰
正
木
整
形
外
科 

⑱
文
化
セ
ン
タ
ー 

⑲
中
村

病
院 

⑳
新
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
四
万
十 

㉑
天
神
橋

ア
ー
ケ
ー
ド
西
詰 

㉒
松
本
病
院 

㉓
大
橋
通
２
丁

目 

㉔
マ
ル
ニ 

㉕
坂
本
橋 
㉖
坂
本
中
下
第
１ 

㉗
坂

本
中
下
第
２ 

㉘
坂
本
下
の
谷 
㉙
奥
山
路 

㉚
実
崎 

㉛
深
木
橋 

32
ウ
ツ
ゲ
谷
橋 

33
大
文
字
前 

34
初
崎

分
岐 

35
初
崎
上 

36
初
崎
中 

37
初
崎
下 
38
小
名
鹿 

39
大
名
鹿 

40
名
鹿
集
会
所
前 

41
名
鹿
大
谷 

42
名

鹿
ヌ
キ
デ

こ
れ
ま
で
ど
お
り
バ
ス
停
で
の
乗
降

（
路
線
上
で
降
車
は
可
能
）

４
月
か
ら
フ
リ
ー
乗
降
に
な
る
区
間

（
危
険
な
場
所
を
除
く
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
（
本
庁
）
企
画
広
報
課 

☎
（
3
4
）
1
1
2
9
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災害に備えて ～防災活動の紹介等～

平成26年 四万十市防災標語　　『 訓練は 助かるための 道しるべ 』

幡
多
自
主
防
災
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

in
し
ま
ん
と
開
催

　

２
月
22
日
、市
立
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、「
幡
多
自
主

防
災
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
in
し
ま
ん
と
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
四
万
十
市
を
は
じ
め
幡
多
地
区
か
ら
た
く

さ
ん
の
方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
、防
災
意
識
を
高
め
る

良
い
契
機
づ
け
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

◆
イ
ベ
ン
ト
内
容
◆

第
１
部
…
四
万
十
市
の
自
主
防
災
会
で
構
成
す
る「
四
万
十

　
　
　
　

市
自
主
防
災
会
連
合
会（
会
長：

多
和
博
嗣
）」主
体

・
防
災
標
語
表
彰
式

・
国
土
交
通
省
中
筋
川
総

合
開
発
工
事
事
務
所
長

（
松
本
秀
應
氏
）
に
よ
る

家
具
転
倒
防
止
に
関
す

る
講
演

・
事
前
防
災
活
動
へ
の
協

力
に
関
す
る
事
業
所
と

の
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
協
定

締
結
式
（
㈱
フ
タ
ガ
ミ
、

ダ
イ
キ
㈱
、
㈱
楓
商
店
、

四
万
十
市
自
主
防
災
会

連
合
会
、四
万
十
市
）

第
２
部
…
幡
多
６
市
町
村
の
自
主
防
災
会
で
構
成
す
る

　
　
　
　

「
幡
多
地
区
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会（
会
長：

　
　
　
　

多
和
博
嗣
）」主
体

・
災
害
時
相
互
支
援
に
関
す

る
協
定
締
結
式
（
幡
多
６

市
町
村
の
自
主
防
災
会
連

絡
組
織
の
代
表
者
に
よ
る

締
結
）

・
蕨
岡
内
川
自
主
防
災
会
代

表（
松
田
久
義
氏
）に
よ
る

活
動
事
例
発
表

・
四
万
十
市
地
震
・
津
波
対

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
都
司
嘉

宣
氏
に
よ
る
基
調
講
演

国
土
交
通
省
と
の
協
定
締
結

　

３
月
５
日
、
四
万
十
市
役

所
に
お
い
て
、
国
土
交
通
省

中
村
河
川
国
道
事
務
所
と

「
災
害
時
に
お
け
る
一
時
避

難
場
所
と
し
て
の
使
用
に
関

す
る
協
定
」
の
締
結
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
国
土
交
通

省
の
所
有
す
る
古
津
賀
宿
舎

お
よ
び
中
村
河
川
国
道
事
務

所
の
別
棟
を
、
災
害
時
の
一

時
避
難
場
所
と
し
て
使
用
し
、市
民
へ
開
放
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
締
結
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
協
定
締
結
が
ま
た
一
歩「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」に
つ
な
が
る
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

四
万
十
川
総
合
水
防
演
習
の
ご
案
内

　

い
つ
起
こ
る
の
か
予
想
で
き
な
い
災
害
か
ら

私
た
ち
の
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、一
緒
に
見

て
・
学
ん
で
・
体
験
し
ま
せ
ん
か
。
入
場
無
料
・
見

学
自
由
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
　

５
月
11
日（
日
）

　
　
　
　

９
時
〜
11
時
45
分（
雨
天
決
行
）

◆
場
所
　

四
万
十
川
左
岸
　

　
　
　
　

四
万
十
市
不
破
地
区
の
河
川
敷

　
　
　
　

※
演
習
会
場
に
は
、
無
料
駐
車
場
（
約

　
　
　
　
　

１
千
台
）が
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
内
容
　

水
防
工
法
・
人
命
救
助
訓
練
・
ラ
イ
フ

　
　
　
　

ラ
イ
ン
復
旧
・
展
示
、
防
災
体
験
コ
ー

　
　
　
　

ナ
ー
な
ど

◆
主
催
　

平
成
26
年
度
　

四
万
十
川
水
防
演
習

　
　
　
　

実
行
委
員
会（
国
土
交
通
省
四
国
地
方

　
　
　
　

整
備
局
、高
知
県
、宿
毛
市
、土
佐
清
水

　
　
　
　

市
、
四
万
十
市
、
中
土
佐
町
、
檮
原
町
、

　
　
　
　

津
野
町
、四
万
十
町
、大
月
町
、三
原
村
、

　
　
　
　

黒
潮
町
）

　

当
日
は
、
演
習
参
加
車
輌
も
多
く
、
ま
た
ス

ピ
ー
カ
ー
放
送
や
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
演
習

も
あ
り
ま
す
の
で
、周
辺
住
民
の
皆
さ
ま
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
四
万
十
川
総
合
水
防
演
習
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

問
い
合
わ
せ
先

　

国
土
交
通
省 

四
国
地
方
整
備
局

　

中
村
河
川
国
道
事
務
所
　

☎（
３
４
）７
３
０
１

パートナーズ協定締結

災害時相互支援に関する協定締結

防災標語最優秀作品の懸垂幕
が完成し、市役所駐車場へ掲示
しています。  （1年間掲示予定）

防災標語懸垂幕完成！

6
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【次世代スピーカー】
ホーンアレイスピーカ

　

市
で
は
、住
宅
の
耐
震
化
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
住
宅
は
昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、構
造（
平
屋
・
２
階
建
て
な
ど
）は
問
い
ま
せ
ん
。

こ
の
事
業
は
、①
診
断
↓
②
設
計
↓
③
改
修（
工
事
）と
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
に
実
施
す
る
補
助
制
度
で
す
。

　

昨
年
度
よ
り
、こ
れ
ま
で
自
己
負
担
３
千
円
で
あ
っ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
に
つ
い
て
全
額
補
助
と
し
、非
木
造
住
宅

の
耐
震
診
断
補
助
に
つ
い
て
も
、３
万
３
千
円
補
助
い
た
し
ま
す
。

　

南
海
地
震
に
備
え
て
お
住
ま
い
の
耐
震
化
を
図
り
、「
住
宅
の
倒
壊
か
ら
命
を
守
る
」た
め
、ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
開
始
日

　

４
月
16
日（
水
）

　

※
申
し
込
み
が
上
表
の
募
集
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、募

　
　

集
を
終
了
し
ま
す
。あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
方
法

　

受
付
開
始
日
以
降
に
、市
役
所
３
階
地
震
防
災
課
ま
で
お

越
し
い
た
だ
き
、申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
申
請

書
の
記
入
や
必
要
書
類
の
説
明
等
を
い
た
し
ま
す
）

※
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

　

・
固
定
資
産
税
土
地
・
家
屋
課
税
明
細
書
の
写
し（
診
断

を
希
望
す
る
家
屋
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

　

・
印
鑑

　

を
持
参
く
だ
さ
い
。

家
庭
の
防
災
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

〜
住
宅
編
②
〜

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
第
４
弾
は
、
住
宅
の
安
全
対
策
の

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
す
。
確
認
で
き
た
ら
　

し
て
、
家
庭
の

防
災
力
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

□
ご
自
宅
の
建
築
年
を
確
認
す
る
。（
昭
和
56
年
６
月
以
降
に

　

建
築
の
住
宅
の
場
合
、一
応
安
全
で
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
）

□
ご
自
宅
の
地
震
対
策
を
す
る
。

　

※
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ
れ
た
住
宅
の
場
合
、耐

　
　

震
診
断
を
実
施
済
み
で
あ
る
。

□
耐
震
診
断
の
結
果
、耐
震
強
度
不
足
と
判
定
さ
れ
た
場
合
、

　

耐
震
改
修
工
事
を
実
施
済
み
で
あ
る
。

□
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
、地
震
発
生
時
に
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る

　

も
の
の
安
全
対
策
を
す
る
。（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
や
安

　

全
な
フ
ェ
ン
ス
へ
の
改
修
な
ど
）

★
費
用
が
か
か
る
住
宅
の
耐
震
化
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

　

安
全
対
策
に
つ
い
て
、市
で
補
助
制
度
を
設
け
て
お
り
ま

　

す
の
で
、ぜ
ひ
一
度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
来
月
号
は
行
動
編
を
掲
載
予
定
で
す
。

こ
の
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

（
市
）地
震
防
災
課
　

☎（
３
５
）２
０
４
４

住
宅
の
耐
震
化
費
用
補
助
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

整備したリヤカー

毎月第1日曜日は「四万十市自主防災の日」
来月は5月4日（日）　～お住まいの耐震対策はお済みですか？～

※

「
一
応
安
全
な
レ
ベ
ル
」と
は
、耐
震
診
断
士
に
よ
る
精
密
診
断
法
や
構
造
設
計
一
級
建
築
士
等
の
診
断
に
よ
り
、
安
全
性

　

が
確
認
さ
れ
る
も
の
で
す
。

①
住
宅
耐
震

診
断
費
補
助
事
業

②
住
宅
耐
震

設
計
費
補
助
事
業

③
住
宅
耐
震

改
修
費
補
助
事
業

木
　

造…

75
件

非
木
造…

５
件

木
造
・
非
木
造…

35
件

木
造
・
非
木
造…

35
件

概要募集件数 補助対象要件

市
補
助
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
の
結

果
、「
倒
壊
の
可
能
性
が
あ
る
」
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
を
「
一
応
安
全
な
レ

ベ
ル
」
に
す
る
耐
震
改
修
工
事
に
対

し
て
補
助
し
ま
す
。

耐
震
工
事
に
係
る
費
用
に
対
し
、
上

限
90
万
円
を
補
助

耐
震
設
計
に
係
る
費
用
の
２
／
３

（
上
限
20
万
円
）を
補
助

「
①
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助
事
業
」に
よ
る
耐
震
診
断
の
結
果
、「
倒
壊
の
可
能

性
が
あ
る
」と
診
断
さ
れ
た
住
宅
。

木
造…

全
額
補
助（
３
万
３
千
円
）

非
木
造…

上
限
３
万
３
千
円
補
助

昭
和
56
年
５
月
31
日
ま
で
に
着
工
さ

れ
た
住
宅

耐
震
改
修
工
事
に
取
り
掛
か
る
前
に

必
要
と
な
る
耐
震
改
修
設
計
費
（
精

密
診
断
や
設
計
書
作
成
な
ど
の
経

費
）の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

住
宅
の
地
震
に
対
す
る
耐
久
力
を
数

値
化
し
て
診
断
書
を
作
成
す
る
費
用

に
つ
い
て
補
助
し
ま
す
。

県
に
登
録
し
て
い
る
耐
震
診
断
士
が

診
断
を
行
う
こ
と
。

県
に
登
録
し
て
い
る
設
計
事
務
所
に

所
属
す
る
耐
震
診
断
士
が
耐
震
改
修

設
計
を
行
う
こ
と
。

耐
震
改
修
工
事
後
に
「
一
応
安
全
な

レ
ベ
ル
」
と
な
る
耐
震
改
修
設
計
で

あ
る
こ
と
。

県
に
登
録
し
て
い
る
工
務
店
が
耐
震

改
修
工
事
を
行
い
、
住
宅
の
所
有
者

が
選
任
し
た
耐
震
診
断
士
が
耐
震
改

修
工
事
の
現
場
確
認
等
を
実
施
す
る

も
の
。

耐
震
改
修
工
事
後
「
一
応
安
全
な
レ

ベ
ル
」に
改
善
さ
れ
る
こ
と
。

平
成
26
年
4
月
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平成26年度当初予算　総額350億円
夢とビジョンの持てるまちづくり

【一般会計歳入】

繰入金
10億6,586万8千円

4.9％

歳　入

歳　出
（目的別）

市　税
35億2,332万7千円

16.3％

自主財源
56億127万5千円

25.9％

依存財源
160億6,572万5千円

74.1％

その他
10億1,208万円

4.7％

地方交付税
79億4,000万7千円

36.6％

国・県支出金
50億2,561万5千円

23.2％

市　債
24億3,520万円

11.2％

その他
6億6,490万3千円　3.1％

【一般会計歳出（目的別）】

総務費
26億8,620万4千円

12.4％

民生費
68億2,716万5千円

31.5％

衛生費
20億8,684万5千円 

9.6％
農林水産業費

9億7,481万6千円
4.6％

商工費
4億8,744万2千円

2.2％

土木費
19億1,961万1千円

8.9％

消防費
18億7,374万2千円

8.6％

議会費ほか
2億961万2千円

0.9％災害復旧費
1億5,363万円

0.7％

教育費
17億8,811万6千円

8.3％

公債費
26億5,981万7千円

12.3％

区　　　　　分
平成26年度
予　算　額

伸率
（％）

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定

国民健康保険診療施設勘定

奥屋内へき地出張診療所

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道 事 業

と 畜 場

幡多公設地方卸売市場事業

住宅新築資金等貸付事業

鉄 道 経 営 助 成 基 金

農 業 集 落 排 水 事 業

幡多中央介護認定審査会

介 護 保 険 保 険 事 業 勘 定

簡 易 水 道 事 業

園 芸 作 物 価 格 安 定 事 業

水 道 事 業

病 院 事 業

一 般 会 計

合計 (各会計間の重複額除く )

216億6,700万円

113億6,475万円

43億6,684万円

3億2,961万円

575万円

4億7,949万円

10億4,250万円

3億3,370万円

1,299万円

132万円

4億　 46万円

4,957万円

663万円

36億7,877万円

6億4,202万円

1,510万円

39億2,891万円

7億3,536万円

31億9,355万円

349億5,612万円

16.7

8.3

△ 0.3

3.9

　5.9

△ 0.8

53.0

43.2

137.5

27.3

0.1

1.6

△ 1.4

2.3

109.9

△ 46.3

40.6

13.3

48.9

17.0

特 　 別 　 会 　 計（ 1 4 会 計 ）

企 　 業 　 会 　 計（ 2 会 計 ）

人　件　費

34億1,655万4千円

扶　助　費
33億2,623万9千円

公　債　費
26億6,156万6千円

普通建設事業費
41億7,042万2千円

物　件　費
28億6,773万8千円

補助費等

25億988万1千円

繰　出　金
22億5,279万3千円

その他
3億817万7千円

人　件　費

36億1,946万9千円

扶　助　費
32億6,256万1千円

公　債　費
27億5,928万4千円

普通建設事業費
14億6,965万5千円

繰　出　金
21億413万5千円

補助費等
22億3,050万5千円

物　件　費
25億2,800万6千円

災害復旧事業費
1億5,363万円
災害復旧事業費
1億5,363万円

その他
4億3,875万5千円

特集

【一般会計歳出（性質別）】

■
概
要

　

平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、若
者
を
は
じ
め
市
民
一
人
ひ
と
り

が
、
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、「
夢
と
ビ
ジ
ョ
ン
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
事

業
の
厳
選
・
重
点
化
を
図
り
つ
つ
、
必
要
な
も
の
は
当
初
予
算
に

計
上
す
る
と
い
う
基
本
に
立
っ
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
前
年
度
が
市
長
改
選
期
で
あ
っ
た
こ
と
、
平
成
24

年
度
３
月
補
正
予
算
で
国
の
補
正
予
算
を
活
用
し
、当
該
予
算
を

前
倒
し
し
て
予
算
を
計
上
し
た
こ
と
も
あ
り
、一
般
会
計
で
前
年

比
16
・
７
％
と
大
幅
な
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
規
模
は
、
一
般
会
計
で
２
１
６
億
６
７
０
０
万
円
、
特
別

会
計
（
14
会
計
）
で
１
１
３
億
６
４
７
５
万
円
、
企
業
会
計
（
２
会

計
）
で
39
億
２
８
９
１
万
円
で
、
各
会
計
間
の
重
複
を
控
除
し
た

総
額
は
３
４
９
億
５
６
１
２
万
円
と
な
り
ま
す
。

■
一
般
会
計

　

義
務
的
経
費
で
あ
る
人
件
費
、
扶

助
費
、
公
債
費
の
合
計
は
前
年
度
比

２
・
５
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
が
前
年
度
比
１
８

３
・
８
％
の
大
幅
な
増
と
な
っ
て
い

る
の
は
、
前
年
度
予
算
で
実
施
予
定

だ
っ
た
事
業
を
平
成
24
年
度
に
前
倒

し
し
て
計
上
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。
国
や
県
と
連
携
し
て
整

備
す
る
道
路
改
良
事
業
、地
震
・
防
災

対
策
事
業
な
ど
に
予
算
を
重
点
的
に

配
分
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

50

0

100

150

200

平成26年度

216億6,700万円

平成25年度

185億6,600万円

災害復旧事業費災害復旧事業費
1億5,363万円
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2月に開通した国道441号網代バイパス

※
 

新 

は
今
年
度
新
規
の
事
業

産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創
出

新 

産
業
振
興
計
画
策
定【
２
１
１
万
５
千
円
】

　

県
の
産
業
振
興
計
画
と
方
向
性
を
合
わ
せ
た

「
四
万
十
市
産
業
振
興
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

新 

産
業
振
興
推
進
総
合
支
援【
１
５
０
０
万
円
】

　

商
品
の
生
産
段
階
か
ら
販
売
段
階
ま
で
の
取

組
や
観
光
産
業
の
振
興
に
資
す
る
取
組
を
総
合

的
に
支
援
し
ま
す
。

新
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
誘
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
３
６
７
９
万
３
千
円
】

　

休
校
中
の
田
野
川
小
学
校
を
活
用
し
た
企
業

誘
致
を
行
う
こ
と
で
約
50
人
の
新
規
雇
用
を
創

出
し
ま
す
。

道
の
駅
情
報
発
信
拠
点
施
設
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
４
４
７
５
万
５
千
円
】

　

西
土
佐
地
域
の
農
林
水
産
物
や
加
工
品
、
観

光
資
源
な
ど
の
地
域
資
源
の
販
売
、
情
報
発
信

の
拠
点
施
設
と
し
て
道
の
駅
を
整
備
し
ま
す
。

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

（
起
業
支
援
型
雇
用
創
造
）

　
　
　

【
22
事
業
　

３
億
５
５
６
１
万
７
千
円
】

　

10
年
以
内
に
立
ち
上
げ
た
企
業
を
支
援
し
ま

す
（
新
規
の
失
業
者
の
べ
１
３
１
人
雇
用
予

定
）。

新 

緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事
業

（
地
域
人
づ
く
り
）【
10
事
業
　

９
６
０
０
万
円
】

　

失
業
者
の
就
職
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す

（
新
規
の
失
業
者
の
べ
20
人
雇
用
予
定
）。

産
業
振
興
推
進
ふ
る
さ
と
雇
用
事
業

　
　
　
　
　

【
14
事
業
　

７
２
０
０
万
５
千
円
】

　

継
続
的
な
雇
用
創
出
を
支
援
し
ま
す
（
の
べ

29
人
雇
用
予
定
）。

新 

集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
活
動
支
援

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
１
２
２
０
万
１
千
円
】

　

西
土
佐
大
宮
地
区
の
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の

整
備
お
よ
び
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

公
共
交
通
の
維
持【
１
億
４
５
１
８
万
４
千
円
】

　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
㈱
に
対
す
る
経
営
助

成
、
高
知
西
南
交
通
㈱
に
対
す
る
路
線
運
行
バ

ス
運
営
費
補
助
、
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
な
ど
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

道
路
整
備【
11
億
１
０
５
０
万
円
】

　

防
災
・
安
全
社
会
資
本
整
備
交
付
金
事
業
、辺

地
対
策
、市
単
独
道
路
整
備
な
ど
を
行
い
ま
す
。

新 

国
道
４
４
１
号
整
備
促
進
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
１
４
８
０
万
円
】

　

中
半
・
口
屋
内
工
区
の
ト
ン
ネ
ル
残
土
の
処

理
用
地
を
確
保
し
、
国
道
４
４
１
号
の
早
期
改

良
を
図
り
ま
す
。

地
域
防
災
力
の
向
上

都
市
防
災
推
進
事
業【
10
億
７
１
１
６
万
５
千
円
】

　

津
波
避
難
路
、
八
束
お
よ
び
下
田
地
区
の
防

災
拠
点
基
地
、
防
災
行
政
無
線
、
耐
震
性
貯
水

槽
、
八
束
地
区
の
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

地
震
津
波
対
策
事
業【
８
１
１
１
万
円
】

　

業
務
継
続
計
画
の
策
定
、
西
土
佐
大
宮
地
区

の
臨
時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
整
備
、
防
災
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
竹
島
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
太

陽
光
発
電
装
置
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

総
合
支
所
・
消
防
分
署
庁
舎
建
設
事
業

　
　
　
　
　
　
　

【
３
億
９
５
５
２
万
２
千
円
】

　

防
災
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
総
合
支

所
を
整
備
し
ま
す
。

新 

福
祉
避
難
所
指
定
促
進【
２
４
０
万
円
】

　

福
祉
避
難
所
に
指
定
予
定
の
介
護
老
人
福
祉

施
設
お
よ
び
障
害
者
支
援
施
設
各
１
箇
所
に
避

難
生
活
に
必
要
と
な
る
物
資
、
器
材
の
購
入
費

用
を
支
援
し
ま
す
。

新 

災
害
時
医
療
救
護
所
体
制
整
備【
７
０
０
万
円
】

　

市
内
の
５
救
護
所
に
災
害
医
療
に
必
要
な
備

品
を
整
備
し
ま
す
。

消
防
団
員
報
酬【
２
６
１
８
万
９
千
円
】

　

従
来
の
報
酬
に
加
え
て
火
災
時
な
ど
の
出
動

に
対
す
る
報
酬
を
新
設
し
、
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
を
図
り
ま
す
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
整
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
１
７
６
８
万
２
千
円
】

　

東
山
分
団
お
よ
び
黒
尊
川
分
団
の
消
防
ポ
ン

プ
車
を
更
新
し
、
消
防
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

　

防
火
水
槽
設
置【
２
４
２
３
万
７
千
円
】

　

具
同
地
区
、不
破
地
区
、中
半
地
区
に
防
火
水

槽
を
設
置
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
対
策

新 

給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
２
０
６
９
万
３
千
円
】

　

中
村
地
域
に
お
け
る
中
学
校
給
食
実
施
に
向

け
て
給
食
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
た
め
の
地
質

調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　

【
３
億
６
１
３
２
万
４
千
円
】

　

下
田
、東
中
筋
小
学
校
の
体
育
館
改
築
工
事
、

中
村
、
西
土
佐
中
学
校
の
体
育
館
改
築
工
事
に

係
る
地
質
調
査
お
よ
び
実
施
設
計
、中
村
南
、利

岡
小
学
校
、
中
村
、
後
川
、
中
村
西
中
学
校
の
窓

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策
を
行
い
ま
す
。

新  

中
村
幼
稚
園
施
設
整
備
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
４
１
５
５
万
３
千
円
】

　

幼
稚
園
型
認
定
子
ど
も
園
へ
の
移
行
に
向
け

た
、
保
育
所
機
能
部
分
の
整
備
に
対
す
る
補
助

を
行
い
ま
す
。

保
育
所
耐
震
化
事
業【
１
３
１
２
万
３
千
円
】

　

中
筋
保
育
所
の
耐
震
補
強
工
事
に
係
る
実
施

設
計
、愛
育
園
、あ
お
ぎ
、竹
島
、蕨
岡
、具
同
、川

崎
、
本
村
保
育
所
の
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
対
策

を
行
い
ま
す
。

新  

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
４
４
４
０
万
８
千
円
】

　

消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
影
響
を
緩
和

し
、子
育
て
世
帯
の
下
支
え
を
図
る
観
点
か
ら
、

対
象
と
な
る
児
童
１
人
に
つ
き
、
１
万
円
を
給

付
し
ま
す
。

語
学
指
導
を
行
う
外
国
青
年
招
致

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
１
８
６
６
万
９
千
円
】

　

現
在
３
名
の
外
国
語
指
導
助
手
を
５
名
に
増

員
し
、児
童
生
徒
の
英
語
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

新 

辞
書
活
用
学
習
推
進
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
１
３
８
万
３
千
円
】

　

小
学
３
年
生
、
中
学
１
年
生
に
そ
れ
ぞ
れ
国

語
辞
典
、
英
和
・
和
英
辞
典
を
支
給
し
、
共
通
の

辞
書
を
活
用
し
た
学
習
に
よ
り
学
力
の
向
上
を

図
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
財
政
運
営

総
合
計
画
策
定【
７
０
７
万
円
】

　

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
方
向
性
を
定
め
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
指
針
と
な

る
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

行
政
改
革
の
推
進

　

行
政
組
織
の
見
直
し
や
事
務
の
効
率
化
を
検

討
し
、諸
経
費
の
徹
底
し
た
節
減
を
行
い
ま
す
。

【問い合わせ先】（市）財政課 財政係　☎（34）1819
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わ
が
国
の
経
済
状
況
は
、
安
倍
政
権
に
よ

る
経
済
政
策
、
い
わ
ゆ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
に
よ
り
企
業
の
業
況
判
断
や
雇
用
情
勢
が

改
善
し
、ま
た
、個
人
消
費
が
持
ち
直
し
傾
向

に
あ
る
な
ど
、
景
気
が
緩
や
か
に
回
復
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
本
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

率
引
上
げ
に
よ
る
、
景
気
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
影
響
を
最
小
限
と
す
る
た
め
、
平
成

25
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
５
・
５
兆
円
規
模

の
経
済
対
策
と
と
も
に
、
民
間
投
資
活
性
化

を
促
進
す
る
税
制
の
創
設
や
自
動
車
税
制
の

見
直
し
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、ま
た
、引
き
続

き
検
討
中
の
社
会
保
障
制
度
改
革
、
環
太
平

洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）交
渉
な
ど
地
方

行
政
や
市
民
生
活
に
密
接
に
関
わ
る
課
題
も

多
く
、今
後
の
政
治
・
経
済
動
向
に
十
分
注
視

し
な
が
ら
、
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

景
気
の
穏
や
か
な
回
復
は
目
に
見
え
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、現
時
点
で
は
、そ
の
実
感
は

一
部
の
企
業
や
地
域
に
と
ど
ま
り
、
私
達
の

生
活
に
は
、
ま
だ
そ
の
波
及
効
果
は
目
に
見

え
て
き
て
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

加
え
て
、人
口
減
少
、少
子
高
齢
化
と
避
け

て
は
通
れ
な
い
情
勢
の
中
で
、
い
か
に
産
業

を
伸
ば
し
、雇
用
を
確
保
し
て
い
く
の
か
、ま

た
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
対
策
、あ
る

い
は
中
山
間
地
域
対
策
、
子
育
て
支
援
や
高

齢
者
福
祉
へ
の
対
応
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻

く
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
若
者
を
は
じ
め
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
本
年
度
に
引
き

続
き
、「
産
業
の
振
興
・
雇
用
の
創
出
」、「
交
通

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
」、「
地
震
津
波
対
策
」、「
子

育
て
支
援
対
策
」、「
行
財
政
運
営
」を
当
面
の

重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
施
策
の
柱
と
し
ま

し
て
、
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

こ
の
中
で
、
来
年
度
か
ら
の
県
の
取
組
み

と
し
ま
し
て
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
取
組

み
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
向
け
て
、
幡
多
地
域

を
含
む
産
業
振
興
推
進
地
域
本
部
に
、
新
た

に
集
落
支
援
担
当
の
地
域
支
援
企
画
総
括
が
、

ま
た
、南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
と
し
て
、高
知

県
土
木
事
務
所
に
危
機
管
理
部
所
属
の
専
任

職
員
が
配
置
さ
れ
る
な
ど
、
市
町
村
に
対
す

る
支
援
強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

県
と
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
課
題
解
決
に
向

け
、
取
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

【
産
業
振
興
計
画
策
定
】

　

本
年
中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
産
業
振

興
計
画
は
、
農
業
、
林
業
、
水
産
業
、
商
工
業
、

観
光
の
各
産
業
分
野
に
お
け
る
民
間
の
実
践

者
の
方
々
を
中
心
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
組
織
し
、
現
場
の
実
践
者
な
ら
で
は
の
意

見
を
広
く
い
た
だ
き
な
が
ら
計
画
案
の
立
案

を
進
め
て
お
り
、現
在
、分
野
ご
と
に
４
回
か

ら
５
回
目
の
会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
今
後

は
、
分
野
の
垣
根
を
こ
え
た
合
同
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
も
開
催
し
、
産
業
間
の
連
携

を
視
点
に
置
い
た
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
も
議
論

を
進
め
て
い
く
。

　

そ
う
し
て
作
成
し
た
計
画
案
を
産
業
振
興

関
連
団
体
の
代
表
者
の
方
々
な
ど
で
組
織
す

る
審
議
会
に
お
い
て
お
諮
り
し
、審
議
・
調
整

を
し
て
い
く
。

　

官
民
が
一
丸
と
な
っ
て
、
産
業
振
興
と
い

う
大
き
な
方
向
へ
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
す

る
機
運
の
も
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
活
発
と

な
り
、新
た
に
生
ま
れ
る
産
業
振
興
の
芽
、有

望
な
芽
を
常
に
探
り
、
育
て
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、計
画
の
策
定
を
待
た
ず
に
、来

年
度
か
ら
従
来
の
「
農
商
工
等
連
携
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
拡

充
す
る
形
で
、あ
ら
た
に
市
独
自
の「
産
業
振

興
推
進
総
合
支
援
事
業
費
補
助
金
」
を
創
設

し
、
民
間
の
新
た
な
発
想
や
工
夫
に
よ
る
産

業
振
興
に
資
す
る
取
組
み
を
総
合
的
に
支
援

し
て
い
く
。

【
総
合
計
画
策
定
】

　

今
年
度
か
ら
策
定
し
て
い
る
総
合
計
画
は
、

昨
年
10
月
の
第
１
回
庁
内
策
定
委
員
会
を
皮

切
り
に
、
審
議
会
と
も
そ
れ
ぞ
れ
３
回
の
会

を
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針

で
あ
る
基
本
構
想
部
分
に
つ
い
て
、協
議
、審

議
を
重
ね
て
き
た
。

　

今
後
は
、
基
本
構
想
の
一
定
の
と
り
ま
と

め
を
経
て
、
基
本
計
画
の
策
定
に
移
行
し
て

い
く
。

　

基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
基
本

方
針
に
近
づ
け
て
い
く
た
め
の
必
要
な
施
策

を
体
系
的
に
分
類
整
理
す
る
も
の
で
、
庁
内

各
課
で
検
討
し
た
施
策
の
た
た
き
台
を
基
に
、

庁
内
策
定
委
員
会
、
審
議
会
と
も
部
会
設
置

に
よ
り
、十
分
な
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、計
画

案
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

審
議
会
は
、
各
種
団
体
の
代
表
者
等
を
中

心
に
、
一
般
公
募
に
よ
る
市
民
の
方
々
に
も

参
画
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
よ
り
多
く
の
市

民
の
声
を
計
画
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
産
業

振
興
計
画
と
も
ど
も
、
時
期
を
見
な
が
ら
地

域
に
出
向
き
、
計
画
案
に
対
す
る
意
見
を
い

た
だ
く
予
定
。

【
農
業
振
興
】

　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化

の
た
め
の
農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
や
経

営
所
得
安
定
対
策
の
見
直
し
内
容
に
つ
い
て

情
報
提
供
を
行
い
加
入
促
進
に
努
め
る
。
ま

た
、
農
地
を
農
地
と
し
て
維
持
し
、
将
来
に

渡
っ
て
多
面
的
機
能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ

う
創
設
さ
れ
る
日
本
型
直
接
支
払
制
度
に
一

つ
で
も
多
く
の
集
落
が
参
加
で
き
る
よ
う
誘

導
し
、
地
域
活
動
や
営
農
活
動
を
後
押
し
し

て
い
く
。

　

新
規
就
農
者
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

四
万
十
農
園
と
西
土
佐
農
業
公
社
で
研
修
生

７
人
を
受
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
実
践
農
家
で

４
人
が
研
修
を
行
っ
て
お
り
、
来
年
度
に
は
、

新
た
に
５
人
が
営
農
を
開
始
す
る
。
今
後
も
、

継
続
的
に
研
修
生
を
受
け
入
れ
、
担
い
手
の

育
成
に
努
め
る
と
と
も
に
新
規
就
農
者
が
、

安
定
的
に
営
農
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
営
農

開
始
後
も
ト
ー
タ
ル
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
。

　

集
落
営
農
に
つ
い
て
は
、
現
在
25
の
組
織

が
活
動
し
て
お
り
、
今
月
に
は
山
路
地
区
と

藤
ノ
川
地
区
で
新
た
な
２
組
織
が
設
立
さ
れ

る
予
定
で
、
年
々
組
織
化
が
広
が
っ
て
お
り
、

法
人
化
に
向
け
た
検
討
も
進
め
て
い
く
。

　

新
規
事
業
と
し
て
、
ぶ
し
ゅ
か
ん
の
産
地
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化
を
推
進
す
る
。
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
作

物
と
し
て
奨
励
し
て
い
く
こ
と
と
し
、
販
路

開
拓
に
向
け
、
地
域
特
有
の
食
文
化
に
根
ざ

し
た
加
工
品
開
発
へ
の
支
援
や
青
果
の
外
商

を
進
め
る
と
と
も
に
、富
山
、大
川
筋
地
域
に

耕
作
放
棄
地
解
消
と
併
せ
て
モ
デ
ル
園
を
設

置
し
た
い
。

【
林
業
振
興
】

　

市
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
市
有
林
に
お
い

て
、
林
業
事
業
体
と
担
い
手
を
育
成
し
て
い

く
と
と
も
に
、
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
林
業
モ

デ
ル
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

市
で
は
、
既
に
平
成
20
年
度
に
市
有
林
整

備
方
針
を
定
め
、
長
伐
期
施
業
へ
の
転
換
を

図
っ
て
い
る
が
、
長
伐
期
施
業
の
視
点
に

立
っ
た
一
貫
し
た
経
営
管
理
の
基
準
を
作
っ

て
い
く
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
市
有
林
の
管

理
の
方
向
を
よ
り
明
ら
か
に
し
て
い
く
た
め

「
四
万
十
市
有
林
管
理
条
例
」を
制
定
す
る
。

【
西
土
佐
総
合
支
所
と
消
防
分
署
の
建
設
】

　

新
総
合
支
所
庁
舎
棟
や
消
防
訓
練
棟
な
ど

の
第
１
期
建
築
工
事
は
、
建
設
地
整
備
の
た

め
の
敷
地
造
成
工
事
の
遅
れ
や
作
業
員
不
足

な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
本
体
工
事
等
の
年
度

内
完
成
が
見
込
め
な
く
な
っ
た
が
、
新
総
合

支
所
棟
へ
の
引
越
し
作
業
を
５
月
中
を
目
途

に
実
施
で
き
る
よ
う
工
事
を
進
め
て
い
く
。

　

第
１
期
建
築
工
事
完
了
後
は
現
総
合
支
所

を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
に
消
防
分
署
庁
舎
棟

を
建
築
す
る
計
画
で
、
平
成
26
年
度
末
頃
の

完
成
を
目
指
す
。

【
西
土
佐
道
の
駅
の
整
備
】

　

道
の
駅
建
設
に
向
け
て
の
実
施
設
計
は
、

間
も
な
く
完
成
す
る
見
通
し
。

　

施
設
は
現
在
の「
ふ
る
さ
と
市
」を
拡
充
す

る
形
で
、
消
防
分
署
跡
地
と
そ
の
周
辺
を
含

め
国
道
４
４
１
号
を
挟
ん
だ
敷
地
に
整
備
す

る
計
画
。
国
道
東
側
へ
の
敷
地
に
は
木
造
平

屋
建
て
の
展
望
デ
ッ
キ
等
を
整
備
し
、
国
道

西
側
へ
整
備
す
る
主
要
な
施
設
は
木
造
一
部

二
階
建
て
で
、
地
域
の
野
菜
や
加
工
品
の
直

売
を
行
う
「
ふ
る
さ
と
市
」
と
、
西
土
佐
な
ら

で
は
の
目
玉
と
し
て
川
の
鮮
魚
を
扱
う
「
四

万
十
川
あ
ゆ
市
場
」、ケ
ー
キ
や
焼
き
菓
子
な

ど
を
販
売
す
る「
ス
ト
ロ
ー
ベ
イ
ル
ハ
ウ
ス
」

の
三
部
門
を
計
画
。

　

建
物
は
狭
隘
な
敷
地
に
一
定
の
駐
車
ス

ペ
ー
ス
も
確
保
し
な
が
ら
、
四
万
十
川
に
架

か
る
沈
下
橋
の
イ
メ
ー
ジ
を
引
用
し
た
も
の

で
、
施
設
内
外
の
賑
わ
い
を
感
じ
ら
れ
る
施

設
と
な
る
よ
う
ガ
ラ
ス
張
り
で
透
明
感
の
あ

る
建
物
を
計
画
。

　

26
年
度
は
、
施
設
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や

サ
イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
設
計
、
運
営
主
体
と
な

る
西
土
佐
ふ
る
さ
と
市
組
合
の
組
織
体
制
の

強
化
に
も
取
り
組
む
。

　

施
設
の
建
設
工
事
は
、26
年
度
着
手
予
定

の
消
防
分
署
庁
舎
棟
の
完
成
後
、
現
消
防
分

署
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
を
利
用
す
る
計
画

で
、27
年
度
下
半
期
後
半
の
完
成
を
見
込
む
。

【
雇
用
対
策
事
業
の
継
続
】

　

国
の
１
０
０
％
の
補
助
事
業
を
積
極
的
に

活
用
し
た
雇
用
の
確
保
を
引
き
続
き
推
進
し
、

来
年
度
の
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事

業
で
は
、本
年
度
か
ら
引
き
継
ぐ「
起
業
支
援

型
事
業
」
と
し
て
、22
事
業
、
約
４
億
５
千
万

円
を
計
上
。

　

ま
た
、
失
業
者
の
雇
用
機
会
の
確
保
や
就

業
支
援
を
主
眼
に
置
い
た
こ
れ
ま
で
の
雇
用

対
策
に
加
え
、
民
間
の
活
力
を
活
か
し
な
が

ら
、
地
域
の
社
会
情
勢
や
産
業
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
多
様
な
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

賃
金
の
引
き
上
げ
や
所
得
の
向
上
な
ど
の
処

遇
改
善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
設

さ
れ
た「
地
域
人
づ
く
り
事
業
」に
も
事
業
費

枠
で
約
９
千
６
百
万
円
計
上
し
、
合
わ
せ
て

約
５
億
４
千
６
百
万
円
の
事
業
費
を
確
保
。

　

今
後
と
も
、
職
業
安
定
所
な
ど
関
係
機
関

と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
事
業
の
推
進
は

も
と
よ
り
、雇
用
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
企
業
誘
致
】

　

こ
の
た
び
、「
Ｅ(

イ
ー)

．Ａ(

エ
ー)

．高
知
コ

ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
」
の
誘
致
が

決
ま
っ
た
。本
市
に
と
っ
て
、ア
ロ
イ
ン
ス
製

薬
（
株
）
を
誘
致
し
て
以
来
、13
年
ぶ
り
の
企

業
誘
致
に
な
る
。

　

こ
の
会
社
は
、
東
京
に
本
社
が
あ
る
二
つ

の
会
社
が
出
資
し
、
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー

と
し
て
本
市
に
現
地
法
人
を
設
立
す
る
も
の

で
、50
人
を
雇
用
し
、
電
話
応
対
や
パ
ソ
コ
ン

操
作
な
ど
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の
研
修

終
了
後
、本
格
業
務
に
移
る
予
定
。

　

開
設
場
所
は
、
旧
田
野
川
小
学
校
の
休
校

舎
を
活
用
し
、
雇
用
の
創
出
の
み
な
ら
ず
休

校
舎
の
利
活
用
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
も
、
県
や
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、

企
業
が
目
指
し
て
い
る
１
０
０
人
規
模
の
セ

ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

【
シ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
人
】

　

昨
年
10
月
か
ら
総
務
省
の
モ
デ
ル
事
業
で

あ
る「
シ
ニ
ア
地
域
づ
く
り
人
」に
関
す
る
調

査
研
究
事
業
を
活
用
、
委
託
先
の
Ａ
Ｎ
Ａ

(

エ
ー
エ
ヌ
エ
ー)

総
合
研
究
所
か
ら
職
員
の

来
住
さ
ん
の
派
遣
を
受
け
、
各
種
団
体
と
の

意
見
交
換
会
や
接
遇
研
修
、
市
産
業
振
興
計

画
へ
の
参
画
な
ど
、
民
間
な
ら
で
は
の
専
門

的
な
ス
キ
ル
や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
幅
広
い
人
脈
を

活
か
し
た
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

４
月
か
ら
は
、
調
査
研
究
事
業
が
終
了
し
、

新
た
に
「
地
域
お
こ
し
企
業
人
交
流
プ
ロ
グ

ラ
ム
」事
業
に
切
り
替
わ
る
が
、引
き
続
き
派

遣
を
受
け
、
人
材
育
成
研
修
な
ど
を
通
じ
て

関
連
企
業
や
団
体
の「
チ
ー
ム
力
」、「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」を
高
め
る
と
と
も
に
、観

光
地
と
し
て
の
「
お
も
て
な
し
」
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
は
、
Ａ
Ｎ
Ａ
総
合
研
究
所
が
中
心

と
な
っ
て
企
画
し
て
い
る
「
Ａ
Ｎ
Ａ
企
業
マ

ル
シ
ェ
」に
お
い
て
、客
室
乗
務
員
を
含
む
職

員
を
対
象
に
市
の
特
産
品
な
ど
の
即
売
会
を

き
　

  

し

き
ょ
う
あ
い
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行
い
、
売
れ
筋
商
品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

販
売
方
法
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
商
品
展

開
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
受
け
る
ほ
か
、
Ａ
Ｎ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
情
報
発
信
力
を
活
用
し
た
広

報
活
動
な
ど
を
展
開
し
て
い
く
。

【
予
土
県
境
地
域
連
携
】

　

四
国
横
断
自
動
車
道
の
三
間
Ｉ
Ｃ
と
四
万

十
町
中
央
Ｉ
Ｃ
が
開
通
し
た
こ
と
で
、
高
知

県
と
愛
媛
県
を
結
ぶ
国
道
３
８
１
号
へ
の
交

流
人
口
が
増
加
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
沿
線
の
自
治
体
が
連
携

し
て
一
層
の
交
流
人
口
の
拡
大
と
地
域
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
予
土
県
境
の
２

県
５
市
町（
愛
媛
県
、高
知
県
、宇
和
島
市
、鬼

北
町
、松
野
町
、四
万
十
町
、四
万
十
市
）で
西

土
佐
ふ
る
さ
と
市
を
含
む
沿
線
の
道
の
駅
の

運
営
主
体
も
交
え
て
「
予
土
県
境
地
域
連
携

実
行
委
員
会
」を
発
足
す
る
予
定
。

　

来
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
予
土
線
を
利
用
し
た
サ

イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
の
運
行
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、「
（
仮

称
）
西
土
佐
道
の
駅
」
の
開
設
に
向
け
、
沿
線

の
道
の
駅
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
。

【
四
万
十
い
や
し
の
里
】

　

い
や
し
の
里
は
平
成
14
年
７
月
に
オ
ー
プ

ン
後
10
年
が
経
過
し
施
設
や
設
備
も
大
規
模

な
修
繕
の
時
期
を
迎
え
て
お
り
、
今
後
も
長

期
的
に
安
定
し
た
集
客
を
図
る
た
め
に
利
用

者
が
よ
り
快
適
に
過
ご
せ
る
空
間
整
備
に
向

け
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
利
用
が
伸
び
て
い
る
こ
の
機
会

に
、一
層
の
集
客
力
を
高
め
る
た
め
、レ
ス
ト

ラ
ン
客
席
の
個
室
化
と
厨
房
の
動
線
確
保
な

ど
を
中
心
と
し
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
。

【
道
路
網
の
整
備
】

　

つ
な
が
っ
て
こ
そ
効
果
を
発
揮
す
る
「
四

国
８
の
字
ル
ー
ト
」の
早
期
完
成
は
、地
域
住

民
の
切
実
な
願
い
で
あ
り
、
関
係
機
関
に
強

力
な
要
望
活
動
を
進
め
て
き
た
。

　

四
国
横
断
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
四
万
十

町
中
央
Ｉ
Ｃ
ま
で
延
伸
。
都
市
計
画
道
路
窪

川
佐
賀
線（
17
・
３
㎞
）は「
窪
川
工
区
」「
片
坂

バ
イ
パ
ス
」「
佐
賀
工
区
」で
事
業
が
実
施
。

　

こ
の
う
ち
「
片
坂
バ
イ
パ
ス
」（
６
・
１
㎞
）

は
、
平
成
30
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
全

線
で
事
業
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。「
窪
川
工

区
」（
５
㎞
）
は
、
本
年
度
路
線
測
量
を
終
え
、

平
成
26
年
度
は
道
路
設
計
や
地
質
調
査
を
行

う
予
定
。「
佐
賀
工
区
」（
６
・
２
㎞
）
で
は
、
地

元
と
の
設
計
協
議
の
着
手
に
向
け
、
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

中
村
宿
毛
道
路
の
平
田
〜
宿
毛
間（
７
・
６

㎞
）に
つ
い
て
も
、引
き
続
き
工
事
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
九
樹
地
区
で
は
４
車
線
化
に
向

け
た
橋
梁
の
整
備
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
「
佐
賀
〜
四
万
十

間
」
は
、
本
年
度
予
算
化
さ
れ
「
計
画
段
階
評

価
」に
着
手
し
た
。関
係
す
る
自
治
体
の
首
長
、

団
体
等
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
沿
線
の
地
域
の

方
々
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
新

規
事
業
化
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

国
道
４
４
１
号
は
、昨
年
度
の「
川
登
バ
イ

パ
ス
」
に
続
き
、
本
年
２
月
に
「
網
代
バ
イ
パ

ス
」（
３
・
１
㎞
）の
供
用
が
開
始
。

　

残
る
「
西
土
佐
道
路
（
仮
称
）
」（
５
・
９
㎞
）

に
つ
い
て
は
、
昨
年
６
月
に
こ
の
道
路
沿
線

の
地
元
説
明
会
を
開
き
、ル
ー
ト
を
決
定
。下

流
側
の「
口
屋
内
バ
イ
パ
ス
」（
約
３
㎞
）か
ら

整
備
を
進
め
、
来
年
度
は
ト
ン
ネ
ル
の
詳
細

設
計
、用
地
測
量
を
実
施
し
、用
地
の
取
得
を

行
う
予
定
。

　

国
道
３
２
１
号
は
、
山
路
工
区
の
山
路
橋

の
整
備
を
進
め
て
お
り
、
来
年
度
は
橋
台
及

び
橋
脚
工
事
に
着
手
予
定
。

　

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や
幹
線
道
路

網
の
整
備
促
進
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震

の
発
災
後
の
救
急
活
動
や
救
援
物
資
輸
送
な

ど
の「
命
の
道
」の
効
果
を
最
大
限
に
発
揮
す

る
と
と
も
に
、
櫛
の
歯
作
戦
の
展
開
、
産
業
・

経
済
活
動
、
広
域
観
光
な
ど
の
地
域
浮
揚
に

も
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い
く
。
引
き
続
き
強

力
な
要
望
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
国
土
交

通
省
か
ら
お
迎
え
し
て
い
る
和
賀
副
市
長
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
早
期
整
備
に
向
け
た

取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

一
方
、
道
路
整
備
に
関
す
る
課
題
と
し
て
、

橋
梁
や
道
路
構
造
物
な
ど
の
道
路
施
設
の
老

朽
化
や
児
童
・
高
齢
者
と
い
っ
た
交
通
弱
者

へ
の
道
路
施
設
の
改
修
な
ど
の
必
要
性
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

本
市
の
新
た
な
道
路
戦
略
の
基
本
方
針
と
な

る
道
路
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て
、

平
成
26
年
度
よ
り
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

【
河
川
・
港
湾
・
海
岸
・
横
瀬
川
ダ
ム
の
整
備
】

　

河
川
改
修
で
は
、不
破
・
角
崎
地
区
の
堤
防

事
業
が
順
調
に
進
み
、
下
流
工
区
の
角
崎
地

区
の
築
堤
お
よ
び
県
道
の
整
備
は
、
平
成
26

年
度
の
完
成
・
供
用
を
目
指
し
て
い
る
。
具

同
・
入
田
地
区
で
は
、国
土
交
通
省
と
の
合
併

事
業
と
し
て
、
堤
防
の
断
面
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
区
間（
１
２
４
０
ｍ
）の
堤
防
拡
幅
事

業
と
併
せ
、市
道
具
同
三
里
線
、市
道
具
同
坂

本
線
の
改
良
工
事
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
来

年
度
は
入
田
地
区
の
用
地
取
得
を
進
め
、
一

部
工
事
に
着
手
す
る
。

　

下
田
港
湾
改
修
事
業
は
、県
が
下
田
地
区
の

浸
水
対
策
で
あ
る
下
田
港
の
河
口
分
離
の
事

業
推
進
を
進
め
、残
事
業
で
あ
る
航
路
護
岸
等

の
設
計
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、新
航
路
開
削

後
の
港
内
の
静
穏
度
予
測
を
行
っ
て
い
る
。

　

砂
州
の
復
元
に
向
け
て
は
、
テ
ラ
ス
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
投
入
し
た
砂
の
状

況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
砂
州
の
素
と
な

る
砂
の
投
入
計
画
を
検
討
。
こ
の
結
果
に
基

づ
き
、砂
州
復
元
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

横
瀬
川
ダ
ム
建
設
事
業
は
、昨
年
11
月
に
横

瀬
川
ダ
ム
基
本
計
画
が
告
示
さ
れ
、完
成
目
標

を
平
成
31
年
度
と
し
、工
事
用
道
路
や
付
け
替

え
市
道
な
ど
の
工
事
に
再
着
手
。来
年
度
は
工

事
用
道
路
等
の
進
捗
を
図
る
と
と
も
に
、ダ
ム

本
体
関
連
の
設
計
や
諸
調
査
等
を
行
う
。

次
号
で
市
長
施
政
方
針（
要
旨
）下
を
掲
載
し

ま
す
。
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２
月
19
日
（
水
）
、
市
立
中
央
公

民
館
に
て
、
市
内
の
地
区
健
康
福

祉
委
員
会
の
代
表
者
等
１
５
４

人
が
参
加
し
、
25
年
度
２
回
目
の

代
表
者
連
絡
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

地
区
健
康
福
祉
委
員
会
と
は
、

「
健
康
・
福
祉
地
域
推
進
事
業
」の

運
営
母
体
と
な
る
住
民
主
体
の

組
織
で
、
２
月
現
在
95
地
区
に
委

員
会
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、【
健

康
づ
く
り
事
業
】、【
介
護
予
防
、高
齢
者
・
障
害
者
生
き
が
い
交
流

事
業
】、【
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
事
業
】
な
ど
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、最
初
に
高
知
県
立
大
学
の
田
中
き
よ
む
教
授
に
、

『
住
民
主
体
の
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
〜
安
心
し
て
生
き
生
き

住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
に
〜
』と
題
し
て
県
内
外
で
取
組
ま
れ
て

い
る
例
を
交
え
な
が
ら
ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
西
土
佐
地
域
の
藤
ノ
川
地
区
健
康
福
祉
委
員
会
か

ら
、地
区
住
民
の
考
え
や
思
い
を
知
る
た
め
の
調
査
を
し
て
住
民

台
帳
を
作
り
、そ
れ
を
活
用
し
て
支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
に
取

組
ん
で
い
る
こ
と
や
、中
村
地
域
の
大
用
地
区
健
康
福
祉
委
員
会

か
ら
は
、地
域
の
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
見
守
り
が
必
要

な
方
の
発
見
や
気
づ
き
に
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど
の
事
例
発
表

を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。支
え
あ
い
の
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
委
員
会
も
た
く
さ
ん
あ
り
、皆
さ
ん
真
剣
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

　

今
後
の
健
康
福
祉
委
員
会
の
発
展
に
つ
な
が
る
連
絡
会
議
に

な
り
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）保
健
介
護
課（
健
康
福
祉
担
当
）
　

☎（
３
４
）１
１
６
５

地
区
健
康
福
祉
委
員
会
代
表
者
連
絡
会
議

　

国
は
平
成
25
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
緊
急
雇
用
創
出
臨
時
特
例
基
金
事

業
の
新
た
な
メ
ニ
ュ
ー「
地
域
人
づ
く
り
事
業
」を
１
０
２
０
億
円
の
規
模
で

実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
高
知
県
も
約
20
億
円
規
模
の
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
、
市
も
こ
の
事
業
を
有
効
に
活
用
す
べ
く
当
初
予
算
に
事
業
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。事
業
実
施
に
当
た
り
、民
間
の
自
由
な
発
想
や
企
画
を
活
か

し
た
事
業
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。
事
業
募
集
に
関
す
る
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
四
万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
欄
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
の
活
用
を
予
定(

希
望)

さ
れ
る
事
業
者
等
は
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、左
記
に
よ
り
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。説
明
会
へ

の
参
加
を
希
望
さ
れ
る
事
業
者
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
募
集
要
項
に

よ
り
連
絡
願
い
ま
す
。

◎
説
明
会

　

日
　

時  

４
月
４
日（
金
）13
時
30
時
〜

　

場
　

所  

市
立
中
央
公
民
館
１
階 

大
会
議
室
Ⅰ（
右
山
五
月
町
）

※

事
業
の
概
要
は
左
記
の
と
お
り
で
す
が
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
四

　

万
十
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」欄
で
確
認
願
い
ま
す
。

①
市
の
委
託
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

②「
雇
用
拡
大
プ
ロ
セ
ス
」「
処
遇
改
善
プ
ロ
セ
ス
」が
あ
り
、事
業
費
に
は
上

　

限
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、受
託
者
は
あ
ら
か
じ
め
計
画
を
立
て
て
取
り
組
む

　

こ
と
が
必
要
で
す
。

③
事
業
に
よ
り
発
生
し
た
収
入
が
あ
る
場
合
は
、
委
託
費
の
返
還
を
要
し
ま

　

す
。（
返
還
を
要
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

⑤「
雇
用
拡
大
プ
ロ
セ
ス
」で
の
雇
用
期
間
は
１
年
以
内
。な
お
、過
去
の
基
金

　

事
業
の
雇
用
期
間
は
通
算
し
ま
せ
ん
。

⑥
対
象
期
間
は
平
成
26
年
度
末
ま
で
（
26
年
度
途
中
に
開
始
し
た
事
業
は
27

　

年
度
も
実
施
可
能
、た
だ
し
年
度
毎
の
清
算
と
な
り
ま
す
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）商
工
課 

商
工
・
雇
用
対
策
係
　

☎（
３
４
）１
１
２
６

緊
急
雇
用「
地
域
人
づ
く
り
事
業
」募
集

　

四
万
十
市
の
自
殺
防
止
対
策
の
一
環
と
し

て
２
月
27
日
（
木
）
に
市
立
中
央
公
民
館
に
て

渡
川
病
院
院
長
の
吉
本
先
生
、
高
知
県
精
神

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
幡
多
福
祉
保
健
所
の

職
員
を
講
師
に
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

講
演
会
に
は
民
生
委
員
、
四
万
十
市
の
医

療
・
福
祉
関
係
者
、
教
職
員
な
ど
64
人
が
参
加

し
、
講
師
の
方
か
ら「
大
切
な
人
の
自
殺
を
防

ぐ
た
め
に
は
、い
つ
も
と
違
う
様
子
に『
気
付

く
』
、
声
を
か
け
『
話
を
聴
く
』
、
必
要
が
あ
れ

ば
『
専
門
機
関
へ
つ
な
ぐ
』
、
そ
の
後
の
様
子

を
『
見
守
る
』
こ
と
が
大
切
」
と
の
話
に
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

四
万
十
市
自
殺
防
止
対
策

　

講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
！

平
成
26
年
4
月
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◎
投
票
の
で
き
る
人

１
．
今
回
の
四
万
十
市
議
会
議
員
選
挙
の
選
挙
時

　

登
録
の
基
準
日
は
４
月
５
日
と
な
っ
て
い
ま
す

　

の
で
、
平
成
26
年
１
月
５
日
ま
で
に
四
万
十
市

　

に
転
入
届
を
し
て
、
引
き
続
き
四
万
十
市
に
居

　

住
し
て
い
る
人
。

２
．平
成
６
年
４
月
14
日
ま
で
が
誕
生
日
の
人
。

◎
市
内
転
居
者
の
投
票
所

　

市
内
で
住
所
を
変
わ
り
、
平
成
26
年
４
月
２
日

以
降
に
転
居
届
を
さ
れ
た
人
は
、
前
の
住
所
の
投

票
所
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
期
日
前（
不
在
者
）投
票

１
．
投
票
日
に
投
票
所
へ
行
っ
て
投
票
で
き
な
い

　

人
は
４
月
７
日
か
ら
４
月
12
日
ま
で
毎
日
午
前

　

８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
、四
万
十
市
役

　

所
１
階
会
議
室
1
0
1
号
お
よ
び
四
万
十
市

　

西
土
佐
総
合
支
所
１
階（
左
図
参
照
）で
投
票
で

　

き
ま
す
。こ
の
場
合
、宣
誓
書
に
申
立
て
が
真
正

　

で
あ
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
期
日
前
投
票
と
は
：
投
票
当
日
の
投
票
所
の
よ
う
に

　

投
票
用
紙
を
そ
の
ま
ま
投
票
箱
に
投
函
で
き
る
投

　

票
で
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

２
．不
在
者
投
票
期
間
に
市
外
に
滞
在
し
て
市
外
の
市

　

町
村
選
管
で
投
票
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、市

　

選
管
に
対
し
て
早
め
に
投
票
用
紙
等
の
請
求
は
で

　

き
ま
す
が
、市
選
管
が
投
票
用
紙
等
を
発
送
す
る
日

　

は
４
月
４
日
か
ら
で
す
。

◎
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
制
度

　
　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
所
持

　

者
、介
護
保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態
区
分

　

が
要
介
護
度
５
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
、

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
よ
り
郵
便
投
票
証
明
書
を
交
付

　

さ
れ
た
人
は
郵
便
に
よ
る
在
宅
投
票
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、身
体
障
害
者
手
帳
に
上
肢
ま
た
は
視
覚
の
障

　

害
の
程
度
が
１
級
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、

　

肝
臓
の
障
害
の
程
度
が
１
級
か
ら
３
級
ま
で
で
あ
る

　

と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、戦
傷
病
者
手
帳
に
上
肢
ま

　

た
は
視
覚
の
障
害
の
程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
２
項

四万十市議会議員選挙のお知らせ
投票日は４月１３日(日)です

　

症
ま
で
で
あ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
人
、肝
臓
の
障
害
の

　

程
度
が
特
別
項
症
か
ら
第
３
項
症
ま
で
で
あ
る
と
記
載

　

さ
れ
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、あ
ら
か
じ
め
市
選
管
に
届

　

け
出
た
代
理
記
載
人
に
よ
っ
て
代
理
投
票
に
よ
り
投
票

　

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

郵
便
投
票
の
で
き
る
人
は
、投
票
日
の
４
日
前（
４
月

　

９
日
）ま
で
に
、郵
便
投
票
証
明
書
を
同
封
し
市
選
管
に

　

投
票
用
紙
等
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
代
理
投
票

　
　

心
身
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
、
自
ら
候
補
者

　

の
氏
名
を
書
け
な
い
人
も
投
票
日
に
投
票
所
に
い
け
ば
、

　

代
理
記
載
の
補
助
者
に
よ
っ
て
投
票
が
で
き
ま
す
。

◎
入
場
券

　
　

投
票
所
入
場
券
を
発
行
し
ま
す
の
で
期
日
前
投
票
所
、

　

当
日
の
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券
を
紛

　

失
ま
た
は
届
い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
名
簿
に
登
録
さ

　

れ
て
い
る
人
で
あ
れ
ば
、
入
場
券
が
な
く
て
も
投
票
で

　

き
ま
す
。

期
日
前
投
票
所 

市役所期日前投票所 

地域包括
支援センター

総
合
案
内

正面玄関

会議室101号 税務課・福祉事務所

会計課

玄　関

市民課・保健介護課

西土佐総合支所期日前投票所 

期
日
前
投
票
所 

玄関 

市民課分室 

会計課
分室

窓口 

トイレ 

第3投票所
（不破地区集会所）

投票所
消防団古津賀屯所

▼

至下田分岐

▼

至下田分岐

国道56号線国道56号線

鉄道

凡例　■投票所　●投票所案内用立看板

*場所の問い合わせが多い投票所*

第21投票所（市立まなびの館）

第8投票所（古津賀地区集会所）
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投票所および投票時間一覧表

中
　
　

村

東
山

下
　
　

田

八
　

束

具
同

地区別 投票区 区　　　　　　　　　　　域 投　　票　　所 投票時間

午後6時まで

中村大橋通1・2・3・4・5・6・7丁目、中村百笑町、中村山手通、中村弥生町、中村四万十町、中村羽生小路、

中村東下町、中村栄町、中村天神橋、中村一条通１丁目、カツラ山団地、中村岩崎町、夕陽の見える丘団地

右山、右山元町1・2・3丁目、駅前町、右山五月町、右山天神町、右山白藤園

不破、角崎、不破上町、緑ヶ丘団地

中村京町1・2・3・4・5丁目、中村一条通2・3・4・5丁目

中村東町1・2・3丁目、中村新町1・2・3・4・5丁目、中村於東町

中村小姓町、中村上小姓町、中村丸の内、中村桜町、中村愛宕町、

中村本町1・2・3・4・5丁目、丸の内ハイランド、大用寺

安並、佐岡、秋田、麻生、安並団地、秋森、佐岡団地、佐岡南の風団地

沢、橋の内、古津賀第1団地、同第2団地、雅ヶ丘団地

古津賀、古津賀1・2・3・4丁目

井沢、井沢団地

竹　島

双　海

平　野

鍋島、馬越

松ノ山、下田上、下田下、串江

水戸東、水戸西

名　鹿

間崎、津蔵渕、初崎

実崎、深木

坂本、山路上、山路下

入田上、入田下

出来島、田黒、具同田黒1・2・3・丁目、渡川1・2・3丁目、渡川、渡川病院、赤松町

中組、西組、馬越、自由ヶ丘、相ノ沢団地

第１

第２

第３

第４

第５

第６

第７

第８

第９

第10

第11

第12

第13

第14

第15

第16

第17

第18

第19

第20

第21

第22

四万十市役所

四万十市立中央公民館

不破地区集会所

四万十市多目的

デイケアセンター

四万十市立文化センター

四万十市立東山保育所

古津賀第２団地集会所

古津賀地区集会所

井沢団地集会所

竹島地区集会所

双海地区集会所

平野地区集会所

四万十川下流交流センター

下田地区集会所

水戸公民館

名鹿地区集会所

間崎多目的集会施設

実崎地区集会所

山路多目的集会所

入田地区集会所

四万十市立まなびの館

具同地区集会所

投票開始は、午前7時から市内全投票所で

中
　

筋

蕨
岡

大
　

川
　

筋

後
　

川

東
中
筋

地区別 投票区 区　域 投　票　所 投票時間

午後6時まで

森　沢

荒川、楠島、

国見、間

江ノ村、西ノ谷

上ノ土居、磯ノ川、

生ノ川

有岡、九樹、

有岡団地

横　瀬

手洗川

田出ノ川、高瀬、

楠、川登

鵜ノ江

勝　間

勝間川

久保川

三　里

佐　田

利岡、岩田、

若藤（出合を除く）

板ノ川、口鴨川、

若藤分出合

中鴨川、奥鴨川

田野川乙、敷地

田野川甲

藤、上分、

下分、内川

伊才原

森沢集会所

四万十市立東中筋保育所

江ノ村地区集会所

磯ノ川地区集会所

有岡消防屯所

横瀬地区集会所

手洗川地区集会所

四万十市立公民館大川筋分館

鵜ノ江地区集会所

四万十市立勝間小学校

勝間川地区集会所

久保川地区集会所

三里地区集会所

佐田地区集会所

四万十市立利岡保育所

板ノ川地区集会所

四万十市立公民館鴨川分館

田野川乙集会所

田野川甲構造改善センター

蕨岡生活改善センター

四万十市立公民館伊才原分館

第23

第24

第25

第26

第27

第28

第29

第30

第31

第32

第33

第34

第35

第36

第37

第38

第39

第40

第41

第42

第43

地区別 投票区 区　域 投　票　所 投票時間

午後5時まで

下古尾

竹屋敷

上古尾

大西ノ川

大用、小西ノ川

住次郎

片魚

常六、大屋敷

三ッ又

黒尊

奥屋内上

奥屋内下

玖木

口屋内

中半

岩間、茅生

藤ノ川

橘

津野川

津賀

薮ケ市、須﨑

大宮下

大宮中

大宮上

下家地、中家地

方の川、西ケ方

下方

宮地、奈路、館

用井

長生

奥半家

中半家、本村半家、

本村

中組

押谷、権谷

西富山活性化センター

竹屋敷公会堂

上古尾地区集会所

大西ノ川地区集会所

富山地区集会所

住次郎地区集会所

四万十市立片魚小学校

四万十市立常六小学校

三ッ又地区集会所

黒尊森林事務所休憩所

奥屋内上公会堂

奥屋内下集会所

四万十市立公民館玖木分館

口屋内公民館

中半集会所

岩間農林産物集出荷所

藤ノ川農林漁家活動促進施設

橘集会所

津野川集会所

津賀集会所

須﨑集会施設

大宮下集会所

大宮生活改善センター

大宮上集会施設

下家地集会施設

四万十市立西ケ方小学校

下方集会施設

四万十市西土佐総合支所

用井集会施設

長生集会所

半家集会所

四万十市立本村小学校

江川流域交流センター

権谷せせらぎ交流館

第44

第45

第46

第47

第48

第49

第50

第51

第52

第53 

第54 

第55

第56

第57

第58

第59

第60

第61

第62

第63

第64

第65

第66

第67

第68

第69

第70

第71

第72

第73

第74

第75

第76

第77

富
　
　

山

西
　
　
　

土
　
　
　

佐

◆不明な点は四万十市選挙管理委員会事務局および
　西土佐総合支所地域企画課へおたずねください。
　（本庁）選挙管理委員会事務局　☎（34）1784（直）

　（総合支所）地域企画課　　　　☎（52）1111（代）平
成
26
年
4
月
号
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２
月
15
日(
土)

、

高
知
市
の
高
知
医

療
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
第
27
回
高
知

県
国
保
地
域
医
療

学
会
が
開
催
さ
れ
、

西
土
佐
診
療
所
の

西
村
光
太
郎
所
長

が
研
究
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　

西
村
所
長
は
、

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
に
備
え
て
〜

職
員
と
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
西
土
佐
診
療
所

の
防
災
訓
練
〜
」
と
題
し
巨
大
地
震
災
害
を
想
定
し
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
の
な
か
で
西
村
所
長
は
、
西
土
佐
診
療
所
が
昨
年
11

月
９
日
に
行
っ
た
ト
リ
ア
ー
ジ
訓
練
を
取
り
上
げ
、
そ
の
様

子
を
写
真
を
ま
じ
え
な
が
ら
説
明
し
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
が

診
療
所
と
し
て
は
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
準
備
に
苦

労
が
絶
え
な
か
っ
た
こ
と
、
実
際
に
訓
練
を
行
っ
て
み
て
見

え
て
き
た
課
題
、
現
状
で
は
資
機
材
や
備
蓄
食
な
ど
が
不
足

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
詳
細
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
訓
練
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
西
土
佐
地
域
唯

一
の
医
療
救
護
所
で
あ
る
西
土
佐
診
療
所
が
、
災
害
時
に
機

能
す
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
積
み
重
ね
る
決
意
を
述

べ
、発
表
を
し
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

幡
多
Ｉ
Ｔ
実
践
会（
会
長：

米
津 

太
、駅
前
町
）の
埜
下 

翔
さ
ん
の
作
品

「
四
万
十
市
Ｐ
Ｒ
映
像
」が
四
国
コ
ン
テ
ン
ツ
映
像
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
３

（
総
務
省
四
国
総
合
通
信
局
主
催
）に
お
い
て
18
歳
以
上
の
部
の
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

応
募
総
数
65
作
品
（
18
歳
以
上
53
作
品
）
の
中
か
ら
専
用
サ
イ
ト
で
の

人
気
投
票
、
専
門
家
に
よ
る
審
査
に
よ
り
選
ば
れ
ま
し
た
。こ
の
作
品
は

四
万
十
市
の
豊
か
な
自
然
、カ
ヌ
ー
な
ど
を
楽
し
む
観
光
客
等
の
映
像
を

ピ
ア
ノ
音
楽
に
の
せ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
、埜
下
さ
ん
は
昨
年
度
も
優

秀
賞
を
受
賞
し
て
お
り
２
年
連
続
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

　

作
品
は
四
国
総
合
通
信
局
の
専
用
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
放
映
し
て
お
り
ま
す
。

国
保
地
域
医
療
学
会

四
国
映
像
フ
ェ
ス
最
優
秀
賞
受
賞
を
報
告

の
の
し
た

し
ょ
う

公
共
下
水
道
事
業

平
成
26
年
度
供
用
開
始
区
域
の

お
知
ら
せ

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
下
水
道
区
域
拡

張
工
事
が
左
記
の
区
域
で
完
成
し
ま
し
た
。

　

本
年
４
月
１
日
か
ら
下
水
道
を
利
用
で
き
ま
す

の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

供
用
開
始
区
域

　

今
回
新
た
に
下
水
道
を
利
用
で
き
る
事
と
な
っ

た
供
用
開
始
区
域
は
、次
の
地
区
で
す
。

☆
中
村
丸
の
内（
一
部
）

☆
右
山（
一
部
）

☆
角
崎（
一
部
）

　

右
記
供
用
開
始
区
域
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、上
下

水
道
課
に
お
い
て
縦
覧
で
き
ま
す
。

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
事
業

　

市
で
は
、
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る
た
め
、
合
併

浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
一
律
30
万
円
の
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。補
助
申
請
の
受
付
は
国
の
予
算
成

立
後
に
開
始
し
ま
す
。
補
助
に
つ
い
て
の
条
件
、
手

続
き
な
ど
、詳
し
い
こ
と
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

(

本
　
　

庁)

上
下
水
道
課
　

下
水
道
係

　
　

☎(

３
４)

６
１
２
９

　

(

総
合
支
所)

地
域
企
画
課
　

地
域
振
興
係

　
　

☎(

５
２)

１
１
１
１

16
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【問い合わせ先】（本庁）保健介護課  0(34)1115　（総合支所）保健課　0(52)1132

41年に1度は健診を

胸部レントゲン（肺がん検診）

定例健康相談

乳児健診

出張健康相談

子育てサークル　マム＆チルドレン

胸部レントゲン（肺がん検診）

胸部レントゲン（肺がん検診）

乳児、1歳6カ月児、3歳児健診

献血

乳幼児（赤ちゃん）相談

ママタッチ教室

離乳食相談

献血

〃

〃

定例健康相談

胃がん検診

乳児健診

子育てサークル　マム＆チルドレン

胸部レントゲン（肺がん検診）

ぴよっこクラブ（親子の集い）

胃がん検診

1歳9カ月児健診

特定健診（生活習慣病健診）注

胸部レントゲン（肺がん検診）

具同地区(巡回)

西土佐分署横

健康管理センター

JA高知はた西土佐支所

具同体育センター

下田地区(巡回)

東中筋・中筋地区(巡回)

西土佐保健センター

フジグラン四万十店

健康管理センター

健康管理センター

健康管理センター

幡多土木事務所

国土交通省中村河川国道事務所

中村警察署

西土佐分署横

JA高知はた中村西部事業所

健康管理センター

具同体育センター

八束地区(巡回)

西土佐保健センター

古津賀ふれあい会館

健康管理センター

中筋中学校体育館

古津賀ふれあい会館他(巡回)

具同地区

下田全地区

東中筋・中筋全地区

東中筋全地区

八束全地区

古津賀地区

中筋地区

東山全地区

個別通知

9：00～11：00

12:50～13:30

9：00～11：00

10:00～11:30

個別通知

個別通知

受付 13：30～

10：00～17：00

 9：30～11：00、13：00～14：30

 9：30～11：00

13：15～14：30

9：00～10：00

11：00～12：00

13：30～16：00

9：00～11：00

8：00～9：30

12:50～13:30

10:00～11:30

個別通知

9：30～11：30

 8:00～ 9:30

12:50～13:30

 9：30～11：00、13：30～15：00

個別通知

7日（月）

9日（水）

11日（金）

14日（月）

17日（木）

18日（金）

21日(月)

23日(水)

24日(木)

25日（金）

28日(月)

7日（水）

時　　間

4月

5月

事　　業　　名月日 場　　所該当地区

注）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国民健康保険に加入してる人で、受診券を送付している人 および、40歳以上の協会けんぽ等に
　  加入している被扶養者の人が対象です。
※4月4日（金）までの計画については、広報四万十3月号に掲載しています。

　

市
で
は
、市
民
の
健
康
増
進
の
た
め
、保
健

適
用
外
の
は
り
・
き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
等
の

施
術
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

満
70
歳
以
上
の
人
ま
た
は
、
身
体
障
害
者

　

手
帳（
１
級
ま
た
は
２
級
）を
有
す
る
人

■
助
成
額

　

１
回
１
千
円
、年
度
内
12
回
以
内
。

　

利
用
で
き
る
施
術
所
は
、市
内
に
開
設
し
、

　

市
の
指
定
を
受
け
た
施
術
所
で
す
。

■
申
請
方
法
　

　

左
記
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

＜

申
請
に
必
要
な
も
の＞

　

公
的
証
明
書（
保
険
証
・
免
許
証
な
ど
）

　

※

平
成
26
年
よ
り
、
本
人
以
外
の
人
が
申

　
　

請
す
る
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
　

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２
　

は
り
・
き
ゅ
う
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
等

施
術
費
の
助
成平

成
26
年
4
月
号
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市
で
は
、く
も
膜
下
出
血
や
脳
梗
塞
と
い
っ
た
脳
卒
中

の
疾
病
予
防
と
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
促
進
し
、
健
康

管
理
意
識
の
向
上
と
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、本
年
度
も

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
民
票
が
あ
り
、平
成
27
年
３
月
31
日
現
在
で

　

40
歳
以
上
の
人

　

市
の
脳
ド
ッ
ク
検
診
の
費
用
助
成
を
受
け
た
こ
と
の

な
い
人
を
優
先
す
る
た
め
、平
成
23
年
度
か
ら
平
成
25
年

度
に
費
用
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人
を
対
象
と
し
ま
す
。

　

ま
た
、脳
疾
患
で
通
院
中
の
人
は
お
断
り
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
症
状
を
詳
し
く
把
握
し
て
い
る
か
か
り
つ

け
医
療
機
関
な
ら
、ご
本
人
の
た
め
に
よ
り
有
意
義
な
診

療
と
な
る
た
め
、当
該
医
療
機
関
で
の
受
診
を
お
勧
め
し

ま
す
。）

■
対
象
人
数

　

２
０
０
人

　

※

申
込
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
に
て
助
成
対
象
者
を
決

　
　

定
し
ま
す
。抽
選
結
果
は
、後
日
個
別
通
知
を
行
い
ま
す
。

■
検
診
費
用

　

検
診
費
用
2
万
5
7
1
0
円
の
う
ち
2
万
円
を
助
成

■
申
込
期
間

　

４
月
７
日（
月
）〜
18
日（
金
）※

土
日
除
く

　

８
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分

■
申
込
方
法

　

窓
口
・
郵
送（
当
日
消
印
有
効
）お
よ
び
電
話
に
て
受
付

　

※

申
請
書
は
申
込
開
始
日
か
ら
下
記
に
置
い
て
い
ま
す
。

　

※

電
話
で
の
申
込
の
場
合
は
、
仮
受
付
と
な
る
た
め
、

脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成

　
　

助
成
対
象
者
の
決
定
後
に
、窓
口
に
て
改
め
て
書
面

　
　

に
よ
る「
申
請
手
続
」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
検
査
内
容

　

問
診
、Ｍ
Ｒ
Ｉ（
脳
断
層
写
真
）、Ｍ
Ｒ
Ａ（
脳
動
脈
瘤
な
ど

　

の
血
管
の
異
常
検
査
）、頸
動
脈
エ
コ
ー（
超
音
波
検
査
）

　

※

検
査
内
容
は
通
常
の
診
察
と
同
様
で
す
。

　

※

50
歳
以
上
の
人
に
は
、早
期
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

　
　

知
症
の
簡
易
判
定
も
検
診
費
用
内
で
実
施

■
検
診
場
所
　

市
民
病
院

■
実
施
時
期

　

５
月
中
旬
頃
か
ら
平
成
27
年
３
月
下
旬
　

午
後
を
予
定

■
検
診
の
流
れ
　

　

・
検
診
前

　

市
民
病
院
よ
り
受
診
日
の
連
絡
と
問
診
票
が
送
付
さ

　

れ
ま
す
。

　

・
検
診
当
日

　

問
診
票
記
入
の
う
え
受
付
↓
M
R
I
・
M
R
A
・
頚
動

　

脈
エ
コ
ー
検
査
↓
脳
外
外
来
の
神
経
学
的
診
察（
結
果

　

は
検
査
内
容
を
精
査
の
う
え
、後
日
結
果
報
告
書
に
よ

　

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

　

・
検
査
後

　

約
２
〜
３
週
間
を
め
ど
に
市
民
病
院
よ
り
結
果
報
告

　

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
本
　
　

庁
）保
健
介
護
課
保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　
　

☎（
3
4
）1
1
1
5

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　
　
　
　
　

☎（
5
2
）1
1
3
2

　

…

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

人
と
の
つ
き
あ
い
が
ど
う
も
う
ま
く
い
か
な
い
。

　

い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
っ
て
、よ
く
眠
れ
な
い
。

　

な
に
を
す
る
の
も
い
や
に
な
り
、
家
に
と
じ
こ
も
っ
て
い
る
日
々

　

が
続
い
て
い
る
。

　

…

な
ど
、心
に
ゆ
と
り
が
無
く
な
っ
て
、悩
ん
だ
り
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

福
祉
事
務
所
で
は
、精
神
保
健
福
祉
士
、臨
床
心
理
士
の
専
門
員
を

配
置
し
、｢

心
の
健
康｣

に
関
す
る
総
合
的
な
相
談
窓
口
を
設
け
て
い

ま
す
。

　

人
と
の
付
き
合
い
が
う
ま
く
で
き
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
自
宅
に

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
人
や
、う
つ
状
態
と
な
っ
て
い
る
人
、ま
た
発
達

障
害
が
原
因
で
社
会
生
活
が
ス
ム
ー
ズ
に
続
け
ら
れ
な
い
人
や
、
そ

の
ご
家
族
等
か
ら
の
相
談
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
学
校
卒
業
や
離
職
を
機
に
、
長
期
間
自
宅
に
ひ
き
こ
も
っ
て

し
ま
っ
た
人
の
中
に
は
、
精
神
疾
患
や
発
達
障
害
な
ど
を
抱
え
て
い

る
可
能
性
も
あ
り
、
こ
う
し
た
方
は
自
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
発
信
で
き
な
い

場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ご
家
族
や
日
ご
ろ
か
ら
関
わ
り
の
あ
る
人

の
〝
気
づ
き
〞
が
そ
の
人
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

　

（
市
）福
祉
事
務
所
　

社
会
福
祉
係(

心
の
健
康
相
談
セ
ン
タ
ー)

　

☎（
3
4
）8
0
8
8

○
幡
多
福
祉
保
健
所
で
も
、保
健
師
等
に
よ
る
電
話
相
談
・
面
接
相
談

　

を
随
時
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
る
内
容
に
よ
っ
て
は
、
精
神
科
嘱
託
医
の
相
談
も
受
け

　

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

幡
多
福
祉
保
健
所
　

健
康
障
害
課
　

精
神
保
健
福
祉
担
当

　

☎（
3
4
）5
1
2
4（
直
通
）ま
た
は（
3
5
）5
9
7
9

心
の
健
康
相
談
の
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市
で
は
介
護
予
防
講
座「
シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
講
座
は
、温
水
プ
ー
ル
を
利
用
し
て
、膝
や
腰
へ
の
負
担
が
少
な
い
水

中
運
動
に
よ
り
、
筋
肉
を
鍛
え
柔
軟
性
を
向
上
さ
せ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

期
　

間
　

【
前
期
】
　

５
月
〜
９
月

　
　
　
　

【
後
期
】
　

10
月
〜
２
月

時
　

間
　

12
時
15
分
〜
13
時
15
分（
受
付
11
時
30
分
〜
）

場
　

所
　

市
立
温
水
プ
ー
ル

コ
ー
ス
／
定
員

　

・
毎
週
月
曜
コ
ー
ス
　

全
15
回
／
30
人

　

・
毎
週
金
曜
コ
ー
ス
　

全
15
回
／
30
人

運
動
内
容

　

水
中
ス
ト
レ
ッ
チ
、ア
ク
ア
ビ
ク
ス
な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

　

体
力
に
自
信
が
な
い
人
で
も
、
無
理
な
く
楽
し
め
る
運
動
メ
ニ
ュ
ー
で

　

す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
四
万
十
市
民
で
、介
護
保
険
の
介
護
認
定（
要
支
援
１
〜
介
護

　

度
５
）を
受
け
て
い
な
い
人

　

＊
持
病
の
あ
る
人
は
事
前
に
か
か
り
つ
け
医
師
に
プ
ー
ル
で
運
動
を
し
て

　
　

よ
い
か
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

講
　

師
　

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
委
嘱
の
講
師

参
加
料
　

無
料（
プ
ー
ル
入
場
料
も
無
料
）

受
付
期
間
　

　

前
期
　

４
月
11
日（
金
）〜
４
月
25
日（
金
）

　

後
期
　

９
月
11
日（
木
）〜
９
月
25
日（
木
）

＊
申
込
者
が
定
員
を
上
回
る
場
合
は
、
こ
の
講
座
を
受
講
し
た
こ
と
の
な
い

　

人
を
優
先
し
ま
す
。

＊
各
コ
ー
ス
の
実
施
前
後
に
体
力
測
定
お
よ
び
講
習
日
毎
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク

　

を
行
い
ま
す
。

＊
必
ず
、ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
を
着
用
願
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】
　

　

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会
事
務
局

　

（
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
）☎（
３
４
）２
０
７
１

介
護
予
防
講
座

シ
ニ
ア
す
こ
や
か
温
水
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

『
口
か
ら
の
健
康
づ
く
り
』
の
す
す
め

　

市
で
は
「
四
万
十
市
歯
と
口
の
健
康
づ
く
り
推

進
条
例（
平
成
25
年
３
月
）」を
制
定
し
、口
の
健
康

か
ら
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

口
は
食
事
を
食
べ
る
入
り
口
で
あ
り
、
会
話
を

楽
し
む
入
り
口
で
あ
り
ま
す
。
後
回
し
に
な
り
が

ち
な
口
の
健
康
で
す
が
、実
は
頭
痛
や
肩
こ
り
、生

活
習
慣
病
な
ど
の
全
身
の
健
康
に
も
関
係
し
て
い

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
、

会
話
を
楽
し
め
る
口
の
健
康
の
た
め
に
、市
で
実
施

し
て
い
る
次
の
事
業
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

歯
科
口
腔
検
診

　

高
齢
期
に
な
っ
て
も
元
気
で
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
歯
と
口
の
セ

ル
フ
ケ
ア
を
行
う
こ
と
と
定
期
検
診
が
重
要
で

す
。
定
期
検
診
と
セ
ル
フ
ケ
ア
を
行
う
き
っ
か
け

と
な
る
よ
う
歯
科
医
院
に
て
検
診
を
行
い
ま
す
。

＊
対
象

　

平
成
27
年
３
月
末
日
で
、30
歳
、40
歳
、50
歳
、

　

60
歳
、70
歳
に
達
す
る
人

＊
料
金

　

２
０
０
円（
検
診
費
用
５
０
０
０
円
の
う
ち

　

４
８
０
０
円
を
市
が
負
担
）

＊
検
診
内
容

　

口
腔
内
診
査
、歯
周
病
検
査（
Ｃ
Ｐ
Ｉ
検
査
）

◎
対
象
者
に
は
、後
日
個
別
通
知
を
行
い
ま
す
。

　
　
　在

宅
口
腔
ケ
ア
事
業

　

歯
科
医
師
の
指
示
の
も
と
歯
科
衛
生
士
が
高
齢

者
宅
を
訪
問
し
、
歯
と
口
腔
内
の
ケ
ア
を
行
う
と

と
も
に
状
態
に
あ
っ
た
ケ
ア
の
方
法
の
指
導
を
行

い
ま
す
。

＊
対
象

　

介
護
保
険
法
に
基
づ
き
要
介
護
１
〜
５
と
認
定

を
受
け
た
人
（
在
宅
で
生
活
し
、
通
院
で
き
な
い

人
に
限
り
ま
す
）

＊
利
用
料
金

　

歯
科
医
師
訪
問

　

２
０
０
円
／
１
回
（
診
察
費
用
５
０
０
０
円
の

　

う
ち
４
８
０
０
円
を
市
が
負
担
）

　

歯
科
衛
生
士
訪
問

　

１
０
０
円
／
１
回（
ケ
ア
・
指
導
費
用
３
５
０
０

　

円
の
う
ち
３
４
０
０
円
を
市
が
負
担
）

＊
実
施
期
間

　

・
初
回
に
歯
科
医
師
が
訪
問
し
、口
腔
ケ
ア
を
行

　

 
う
期
間
と
回
数
を
決
定
し
ま
す
。

　

・
期
間
は
最
長
６
カ
月
で
す
。

　

口
腔
ケ
ア
と
は
、
歯
磨
き
に
よ
っ
て
口
の
中
を

き
れ
い
に
し
、
歯
周
病
や
誤
嚥
性
肺
炎
を
予
防
す

る
だ
け
で
は
な
く
、
食
べ
た
り
飲
み
込
ん
だ
り
す

る
機
能
が
改
善
さ
れ
、低
栄
養
を
予
防
し
た
り
、会

話
を
楽
し
ん
だ
り
、口
の
あ
ら
ゆ
る
動
き
を
維
持
・

改
善
す
る
た
め
の
ケ
ア
で
す
。

　

「
食
欲
が
で
た
」「
む
せ
な
く
な
っ
た
」「
入
れ
歯

を
治
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」等
、う
れ
し
い
声
を

頂
い
て
い
ま
す
。

　
【
相
談
窓
口
】

　

（
本    

庁
）保
健
介
護
課
　

保
健
衛
生
係

　
　
　
　
　

☎（
３
４
）１
１
１
５

　

（
総
合
支
所
）保
健
課

　
　
　
　
　

☎（
５
２
）１
１
３
２

ご
え
ん
せ
い
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「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と
は

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で
あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、学
生
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。

 

〔
所
得
の
め
や
す
〕

 

１
１
８
万
円
　

＋
　

｛
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
｝

《
学
生
納
付
特
例
制
度
対
象
者
》

　

学
校
教
育
法
に
規
程
す
る
大
学（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等

学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各
種
学
校
（
修
業
年

限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）、一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校
に

在
学
す
る
人
、夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
制
課
程
の
方
で
す
。

《
承
認
期
間
》

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と

な
り
ま
す
が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定
で
あ
る

場
合
、
４
月
は
じ
め
に
再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
希
望
の
場
合
は
、必
要

事
項
を
記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

※
遡
及
申
請
は
下
記
を
参
照

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」と
は

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
お
よ
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

《
承
認
を
受
け
た
期
間
は
…
》

　

学
生
納
付
特
例
お
よ
び
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
を
受
け
た
期

間
は
、
将
来
受
け
る
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す

が
、年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。就
職
な
ど
で
収
入
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金
を
増
額
す

る
た
め
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き

る「
追
納
制
度
」を
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
た
だ
し
、
免
除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起

　

算
し
て
、３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
に
は
、当
時
の
保

　

険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
の
申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま

に
し
て
お
く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
害
が
残
っ
た
場

合
に
、障
害
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

幡
多
年
金
事
務
所
お
よ
び
本
庁
市
民
課
・
総
合
支
所
西
土
佐

市
民
国
保
分
室
で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
請
に
必
要
な
も
の

　

年
金
手
帳
、
学
生
証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明
書
、
印
鑑
（
本

人
署
名
の
場
合
は
不
要
）な
ど

■
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
の
対
象
期
間
が
拡
大
さ

　

れ
ま
す
！

　

こ
れ
ま
で
は
、申
請
の
直
前
の
７
月（
学
生
納
付
特
例
は
直
前

の
４
月
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
４
月
か
ら
は
過
去
２
年
１
カ
月
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
で
き
ま
す
。

＊
＊
詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構
幡
多
年
金
事
務
所
ま
で
お
問

　
　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。＊
＊

■
ご
存
知
で
す
か
？

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

問
い
合
わ
せ
先

幡
多
年
金
事
務
所（
中
村
東
町
２
丁
目
４-
10
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）１
６
１
６

（
本
　
　

庁
）市
民
課 

市
民
係
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
３

（
総
合
支
所
）市
民
課 

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
５
２
）１
１
１
１

　

人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
四
万
十
市
を

実
現
す
る
た
め
、人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
協
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

●
役
割

　

人
権
施
策
の
推
進
お
よ
び
行
動
計
画
を
定
め
る
に
当

　

た
っ
て
、重
要
事
項
を
調
査
協
議
す
る
こ
と
。
　
　

●
組
織
構
成

　

公
募
に
よ
る
市
民
　

４
人
以
内

　

公
共
団
体
等
の
代
表
　

８
人
以
内

　

人
権
問
題
に
関
し
知
識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
者
　

　

４
人
以
内

●
任
期
　

３
年
以
内

●
募
集
人
員
　

４
人
以
内

●
対
象
者

　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人

●
応
募
方
法
　

感
想
文
の
提
出
　

●
感
想
文
の
内
容
等

　

「
人
権
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
」
人
権

　

課
題
の
現
状
や
課
題
お
よ
び
解
決
に
向
け
た
取
り
組

　

み
な
ど
に
つ
い
て
4
0
0
0
字
以
内
で
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。委
員
は
、審
査
の
上
決
定
し
ま
す
。
　

●
受
付
　

郵
送
、窓
口
、メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

●
提
出
期
限
　

４
月
30
日（
水
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　

（
市
）人
権
啓
発
課
　
　

☎（
3
5
）1
0
3
5　

　

E
-m
a
il

　

z
in
k
e
n
@
c
it
y
.s
h
im
a
n
t
o
.lg
.jp

四
万
十
市
人
権
尊
重
の

社
会
づ
く
り
協
議
会

委
員
募
集

四
万
十
市
人
権
尊
重
の

社
会
づ
く
り
協
議
会

委
員
募
集
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

■
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
被
保
険
者
そ
れ

ぞ
れ
の
人
に
保
険
料
が
賦
課
さ
れ
て
い
ま
す
。
保

険
料
に
未
納
の
あ
る
人
に
は
督
促
状
や
催
告
書
が

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
、
至
急
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
平
成
26
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
仮
徴

　

収
が
始
ま
り
ま
す

◎
新
た
に「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」が
始
ま
る
人

　

左
記
の
３
つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人

　

・
平
成
25
年
６
月
23
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
に

　

 

資
格
を
取
得
し
た

　

・
年
金
が
年
額
18
万
円
以
上
で
、
介
護
保
険
料
と

　

 

合
わ
せ
た
保
険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
以
下

　

・
口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し

　

 

て
い
な
い

※
４
月
支
給
分
の
年
金
か
ら
天
引
き
が
始
ま
る
人

　

に
は
、４
月
１
日
に
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
。

◎
現
在「
年
金
か
ら
の
天
引
き
」と
な
っ
て
い
る
人

　

原
則
と
し
て
平
成
26
年
２
月
の
年
金
か
ら
天
引

き
し
た
金
額
と
同
じ
金
額
を
、
平
成
26
年
度
の
保

険
料
の
仮
徴
収
分
と
し
て
、
４
月
、
６
月
、
８
月
に

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）で
納
め
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

■
平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
保
険
料
率
は
、
医

療
費
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、
２
年
ご
と
に
改
定

さ
れ
ま
す
が
、平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
に
つ

い
て
は
、平
成
24
・
25
年
度
か
ら
据
え
置
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

☆
保
険
料
の
計
算
方
法（
１
人
あ
た
り
）

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
均
等
割
額
と
所
得
割
額

の
合
計
額
で
す
。

※
総
所
得
金
額
等
と
は
、総
所
得
金
額（
公
的
年
金

　

等
控
除
な
ど
を
差
し
引
い
た
額
）と
山
林
所
得
、

　

土
地
建
物
の
譲
渡
所
得
等
の
分
離
課
税
所
得
の

　

合
計
で
す
。

※
所
得
の
低
い
人
な
ど
に
対
す
る
保
険
料
の
軽
減

　

措
置
は
、引
き
続
き
実
施
さ
れ
ま
す
。

※
年
間
保
険
料
の
上
限
額
は
、
１
人
に
つ
き
57
万

　

円
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）市
民
課
　

国
保
係
　
　
　
　
　
　

　

☎（
3
4
）1
1
1
4

　

（
総
合
支
所
）市
民
課
　

西
土
佐
市
民
国
保
分
室

　

☎（
5
2
）1
1
1
1　

　

「
仮
徴
収
」と
は
、世
帯
主
が
受
給
す
る
４
月
・
６
月
・
８
月
の
年
金
か
ら
、あ
ら
か
じ
め
天

引
き
す
る
こ
と
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
税
を
納
付
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

■
仮
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
世
帯
の
う
ち
、加
入
者
全
員
が
４
月
１
日
時
点
で
65

歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
り
、次
の
４
項
目
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合
。

　

た
だ
し
、世
帯
主
が
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
は
除
き
ま
す
。

　

（
１
）世
帯
主
が
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合

　

（
２
）世
帯
主
が
介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
の
対
象
者
で
あ
る
場
合

　

（
３
）国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い
場
合

　

（
４
）口
座
振
替
へ
の
納
付
方
法
変
更
申
し
出
を
し
て
な
い
場
合

　

◆
新
た
に
平
成
26
年
度
よ
り
仮
徴
収
と
な
る
人
へ
　

　
　

前
年
度
国
保
税
額
の
６
分
の
１
を
、１
回
あ
た
り
の
額
と
し
て
仮
徴
収
し

　

ま
す
。

　
　

ま
た
、
新
規
の
対
象
者
に
は
、
３
月
下
旬
に
仮
徴
収
額
決
定
通
知
書
を
送

　

付
し
て
い
ま
す
。

　

◆
す
で
に
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
人
へ

　
　

原
則
と
し
て
、平
成
26
年
２
月
に
年
金
か
ら
天
引
き
し
た
税
額
と
同
額
を
、

　

１
回
あ
た
り
の
額
と
し
て
仮
徴
収
し
ま
す
。

　
　

な
お
、
四
万
十
市
国
民
健
康
保
険
税
は
毎
年
７
月
に
決
定
す
る
の
で
、
新

　

年
度
の
決
定
税
額
か
ら
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
残
り
の
税
額
を
、
10
月
・

　

12
月
・
翌
年
２
月
の
３
回
に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き（
本
徴
収
）し
ま
す
。

※「
年
金
天
引
き
」と「
口
座
振
替
」を
選
択
で
き
ま
す

　

年
金
か
ら
の
天
引
き
を
中
止
し
て
口
座
振
替
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、別
途
申
請
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
本
　
　

庁
）税
務
課 

市
民
税
係
　

☎（
３
４
）１
１
１
２（
直
通
）

　

（
総
合
支
所
）税
務
係
　
　
　
　
　

 

☎（
５
２
）１
１
１
１（
代
表
）

平
成
26
年
度
分
の
国
民
健
康
保
険
税
が

年
金
か
ら
「
仮
徴
収
」
さ
れ
ま
す

＋

年
間
保
険
料

１
人
あ
た
り
定
額
の
保
険
料

〔
被
保
険
者
均
等
割
額
〕

５
万
１
７
９
３
円

所
得
に
応
じ
た
保
険
料

〔
所
得
割
額
〕

（
総
所
得
金
額
等－

33
万
円
）×

10
・
35
％

＝

平
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交
通
安
全
指
導
員
だ
よ
り

交
通
安
全
指
導
員
だ
よ
り

№10№10

横
断
歩
行
者
に
気
を
配
ろ
う

　

運
転
中
、
な
に
げ
な
く
通
過
し

て
い
る
横
断
歩
道
・
自
転
車
横
断

帯
（
横
断
歩
道
等
）
。
そ
こ
に
横
断

し
て
い
る
歩
行
者
や
自
転
車
が
い

れ
ば
・・・
そ
の
ま
ま
通
過
？

　

横
断
歩
道
等
を
横
断
し
て
い
る

歩
行
者
や
自
転
車
（
横
断
し
よ
う

と
し
て
い
る
場
合
を
含
む
）
が
い

る
場
合
は
、そ
の
直
前（
停
止
線
の

直
前
）で
一
時
停
止
し
て
、歩
行
者

や
自
転
車
の
通
行
を
妨
げ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ま
ま
通
過
し
て
い
る
車
を
み

か
け
ま
す
が
、こ
れ
は「
横
断
歩
行

者
等
妨
害
等
」
と
い
う
立
派
な
交

通
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

○
違
反
点
数
2
点
　

　

○
反
則
金
9
千
円（
普
通
車
の
場
合
）

　

路
面
に「
◇
」マ
ー
ク
が
見
え
た

ら
、
前
方
に
横
断
歩
道
が
あ
り
ま

す
の
で
、
横
断
す
る
歩
行
者
や
自

転
車
が
い
な
い
か
を
予
測
し
、
前

も
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
よ
う

に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

「
横
断
歩
道
等
に
お
け
る
歩
行

者
等
の
優
先
」と
し
て
、道
路
交
通

法
第
38
条
に
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

道
路
横
断
中
の
事
故
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
い
ち
早
く
歩
行

者
等
を
発
見
し
対
応
す
る
こ
と
が

人
身
事
故
を
防
ぐ
第
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
道
路
を
横
断
す
る
歩
行
者

や
自
転
車
も
必
ず
左
右
の
安
全
確

認
を
し
、
斜
め
横
断
や
飛
び
出
し

な
ど
の
無
理
な
横
断
は
し
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
担
当
課
】

　

環
境
生
活
課 

市
民
生
活
係

　

☎（
３
５
）４
１
４
７

質
問
１

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
す

　

か
?

回
　

答

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
は
、
消
費
者
保
護
を
目
的 

　

と
し
た
市
町
村
の
行
政
機
関
で
す
。

　

主
な
仕
事

　

【
消
費
生
活
相
談
】

　

衣
・
食
・
住
な
ど
消
費
生
活
全
般
に
関
す
る
商
品
・

　

サ
ー
ビ
ス
へ
の
苦
情
や
相
談
に
つ
い
て
、問
題
解

　

決
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

【
情
報
提
供
・
啓
発
活
動
】

　

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
の
た
め
、
あ
る
い
は
、

　

暮
ら
し
に
役
立
つ
た
め
の
情
報
を
、各
種
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
や
広
報
誌
、セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

等
を
通
じ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
各
市
町
村
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
暮

　

ら
し
の
な
か
で
知
っ
て
お
き
た
い
苦
情
相
談
の

　

事
例
や
身
の
回
り
の
事
柄
な
ど
を
テ
ー
マ
と
し

　

た
出
前
講
座
な
ど
の
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
ま

　

す
。

質
問
２

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
と
、ど
の
よ
う

　

な
こ
と
を
し
て
く
れ
る
の
で
す
か
？

回
　

答

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
の
解
決
と
、ト
ラ
ブ
ル

　

の
未
然
防
止
を
主
な
業
務
と
し
て
い
ま
す
。寄
せ

　

ら
れ
た
相
談
に
は
、
相
談
員
が
『
助
言
』『
情
報
提

　

供
』『
あ
っ
せ
ん
』の
い
ず
れ
か
の
対
応
を
し
て
い

　

ま
す
。
セ
ン
タ
ー
に
は
、
法
的
強
制
力
や
強
制
権

　

限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、両
者
間
の
知
識
や
交
渉
力

　

の
格
差
を
踏
ま
え
、解
決
策
を
み
い
だ
す
よ
う
努

　

め
て
い
ま
す
。「
お
か
し
い
」「
困
っ
た
な
」と
思
っ

　

た
ら
、一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

　

さ
い
。

質
問
３
　

相
談
に
必
要
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
？

回
　

答

　

契
約
に
関
す
る
相
談
に
は
、契
約
書
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、販

　

売
員
の
残
し
た
メ
モ
な
ど
の
関
係
書
類
を
用
意
し
て
く
だ

　

さ
い
。商
品
の
安
全
性
に
関
す
る
相
談
に
は
、商
品
自
体
の

　

情
報（
商
品
名
や
製
造
者
名
、型
番
な
ど
）、損
害
の
程
度（
医

　

者
に
か
か
っ
た
場
合
は
診
断
書
や
領
収
書
）
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、こ
う
し
た
書
類
が
な
く
て
も
相
談
は
可
能
で
す
。

質
問
４
　

本
人
で
な
く
て
も
相
談
で
き
ま
す
か
?

回
　

答

　

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
時
の
状
況
を
正
確
か
つ
具
体
的
に
把

　

握
し
て
、「
解
約
し
た
い
」「
返
品
し
た
い
」な
ど
の
意
向
を
確

　

認
す
る
た
め
に
も
、本
人
が
直
接
相
談
す
る
こ
と
が
原
則
で

　

す
。

　

認
知
症
や
ご
病
気
な
ど
で
本
人
が
相
談
す
る
こ
と
が
困
難

　

な
場
合
は
、家
族
や
周
囲
の
方
は
で
き
る
だ
け
詳
し
く
状
況

　

を
把
握
し
て
か
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

質
問
５
　

相
談
に
費
用
は
か
か
り
ま
す
か
？

回
　

答
　

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
無
料
で
す
。

質
問
６
　

相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
か
?

回
　

答

　

外
部
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、ご
安
心
く
だ
さ

　

い
。ま
た
、本
人
の
承
諾
を
得
ず
に
事
業
者
に
連
絡
す
る
こ

　

と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

月
〜
金
　

 

9
時
〜
12
時
、
13
時
〜
17
時
（
祝
日
・
年
末
年
始

　

を
除
く
）

　

☎ 

（
３
４
）６
３
０
１
　

F
A
X（
３
４
）６
２
９
５

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

       

☎ 

（
３
５
）４
１
４
７

◇マークを気にかけて！
前方に横断歩道があります

信号のない
横断歩道（例）

止まってくれない…

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り

幡
多
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
便
り
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地
球
温
暖
化
防
止
の
取
り
組
み
と
し
て
、再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
シ
ス
テ
ム

　

を
設
置
す
る
人

・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
シ
ス
テ
ム

　

付
き
新
築
住
宅
を
購
入
す
る
人

※
た
だ
し
、自
ら
が
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を

　

結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
人
で
、市
税
の
滞
納
が

　

な
い
人
な
ど
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

出
力
１
kW
あ
た
り
３
万
円

　

（
上
限
12
万
円
）

※
予
算
額
は
５
４
０
万
円

※
今
年
度
は
、四
万
十
市
産
材
利
用
促
進
事
業

　

利
用
者
へ
の
、補
助
金
額
の
上
乗
せ
と
別
枠

　

で
の
予
算
確
保
は
行
い
ま
せ
ん
。通
常
の
申

　

請
者
と
同
じ
取
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
者

　

四
万
十
市
民
も
し
く
は
四
万

十
市
の
事
業
者

■
対
象
機
器
お
よ
び
補
助
金
額

・
電
気
式
生
ご
み
処
理
機

３
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て

１
／
２
補
助（
上
限
３
万
円
）

・
生
ご
み
堆
肥
化
容
器

５
千
円
以
上
の
容
器
に
対
し
て

１
／
２
補
助（
上
限
５
千
円
）

・
紙
用
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー

１
万
円
以
上
の
機
器
に
対
し
て

一
律
５
千
円

※
購
入
先
は
四
万
十
市
内
の
店

　

舗
に
限
り
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

申
請
書
と
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し

て
（
市
）
環
境
生
活
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。先
着
順
に
て
受
付
し
ま
す
。

　

申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
か
、（
市
）環
境
生
活
課
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
開
始

　

４
月
17
日（
木
）８
時
30
分
か
ら
受
付
を
始
め
ま
す
。

　

申
請
は
、工
事
を
開
始
す
る
前
、ま
た
は
機
器
を
購

入
す
る
前
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
事
後
申
請
で
は
補

助
金
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

（
市
）環
境
生
活
課
　

☎（
３
４
）６
１
２
６

住宅用太陽光発電システム設置費補助

生ごみ処理機・紙用シュレッダー等購入費補助

公開用パソコンの一時的な撤去または台数削減について
　中央公民館と図書館、西土佐総合支所の市民室に設置し、市民の皆さまにご利用いただいています「公開用
パソコン」は、ウインドウズXPのサポート終了により、セキュリティ上の問題が生じることから、4月9日（水）
をもちまして一時的に撤去または設置台数を削減させていただきます。再設置の時期は今年中を予定してい
ます。ご不便をおかけしますが、ご理解ご協力をよろしくお願いします。

春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動春の全国交通安全運動
実施期間 　4月6日（日）～15日（火）　　運動の基本　「子どもと高齢者の交通事故防止」

重点目標
1　自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）
自転車も車両です。交通ルール・マナーを守りましょう。

2　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
どの座席でも必ず着用、6歳未満の幼児はチャイルドシートを使用しましょう。

3　飲酒運転の根絶
ちょっとだけの軽い気持ちが重大な事故に…
「乗らない・乗せない・飲ませない」

【問い合わせ先】
（本　　庁）環境生活課 市民生活係 ☎（35）4147
（総合支所）地域企画課 地域振興係 ☎（52）1111
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

　　親子ふれあい活動

はじめましてよろしくね
1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊び

をしたり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪

4月15日（火）　9：30～11：30

子育て支援センター

※お願い・・・参加を希望される人は、準備等の都合がありま
すので、あらかじめ電話でご連絡ください。
活動の内容によっては、ご遠慮をお願いする場合があります。
また、来年1月～3月の新規の利用申し込みについては、フ
リーデーのみの利用をお願いする場合もあります。ご了承
ください。
なお、それぞれの活動については、1グループ20組程度に分
かれての活動となります。
駐車場は、少しスペースが狭く10数台しか置けませんので、
奥の方からつめて置いてください。
お近くの方は、徒歩か自転車でのご利用をお願いします。

時

場

時

場

時

場

問い合わせ先

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”
右山元町1丁目2-10　0（３５）３７４８

◆1・2・3歳児対象（ぽっぽ）

ぽっぽで遊ぼう①②③　※日程ごとに①②③グループに分かれます。
グループのお友だちと“ぽっぽ”のお庭やおもちゃで遊ぼ

うね！

手作りの名札を作ったり、自己紹介もするよ。

①4月22日（火）、②24日（木）、③25日（金）9：30～11：30

子育て支援センター

はじめましてよろしくね
1年間仲良く過ごすお友だちと顔合わせ。みんなで手遊び

をしたり、歌をうたって楽しく過ごしましょう♪

4月17日（木）　9：30～11：30

子育て支援センター

◆ぴよちゃんクラブ（0歳児・妊婦対象）

　　その他の活動

時

場

◆おしゃべり広場(妊婦・0・1・2・3歳児対象)
四万十市立保育所担当の栄養士さんによる講話です。

気軽にご参加ください。

4月30日(水)　10：00～11：30

子育て支援センター

時

場

◆お誕生会
４月・５月生まれのお友だちの誕生日をみんなでお祝いし

ようね。

[ぴよちゃんクラブ]　5月13日(火)　9：30～11：30

[1・2・3歳児]（ぽっぽ）　　5月15日(木)　9：30～11：30

子育て支援センター

ぽっぽさんは、誕生会後ティータイムもあります。参加さ

れる人は、子どもさんの飲み物と150円（お茶代50円、手作

りおやつ材料代100円）をご持参ください。お釣りのいら

ないようにお願いします。おやつは、お家から持参してい

ただいてもかまいません。

利用できる人
　子育て支援センターの活動・利用は、市内在住で保育所
や幼稚園に通っていない就学前の乳幼児とその保護者、家
族を対象としています。
　なお、平成22年3月以前に生まれたお子さんは、フリー
デーのご利用をお願いします。

○親子ふれあい活動
◇ぽっぽ　毎週１回程度　9：30～11：30
　対象：１・２・３歳児（平成22年４月～平成25年３月生まれ）
　簡単なおもちゃを作ったり、リズム遊びや園庭遊びなどを
　親子で楽しみます。
◇ぴよちゃんクラブ　毎月１回程度　9：30～11：30
　対象：妊婦さんと0歳児（平成25年4月以降に生まれたお
　子さん）
　簡単なおもちゃを作ったり、親子のふれあい遊びを楽しみ
　ます。

○フリーデー　
　・活動を行っていない日の午前中（9：30～12：00）
　・月曜日～金曜日の午後（13：30～16：30）
　子どもさんの、生活リズムを考えながらご利用ください。

○おしゃべり広場　毎月１回程度　10：00～11：30　
　毎月いろんな方を講師に招いて、子育て中の方に役に立つ情報
　をお届けしたいと思います。
　初めての人、おしゃべり広場のみの利用の人も大歓迎です。

○子育て相談（電話相談・来所相談）　
　・月曜日～金曜日　9：30～11：30、13：30～16：30
　子育てについて日頃思っていること、悩んでいることなど気軽
　にご相談ください。
　※活動がある日の午前中は、相談に応じられない場合もありま
　　す。ご了承ください。

子育て支援センターはこんな活動を行っています

　子育ては、なにかとストレスがたまりがちなものです。家に閉じこもりがちになったり、育児に自信がもてなくなったりし

ていませんか。四万十市地域子育て支援センター“ぽっぽ”は、子育て真最中のお母さんやお父さん、ご家族の子育てを支援す

るための施設です。親同士、子ども同士が親しみ、触れ合う小さな出逢いの場としてご利用ください。

4月14日(月)までは準備期間と
なっております。ご了承ください。
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◎
お
！
な
か
・
す
く
線
ウ
ォ
ー
ク

　

第
１
弾
　

石
見
寺
山
ミ
ニ
お
四
国
参
り
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
で
は
、次
の
と
お
り
ハ
イ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
　

弘
法
大
師
が
開
基
し
、土
佐
一
條
家
も
鎮
守
の
寺
と
し
た
石
見
寺
。ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の

　

道
中
に
あ
る
八
十
八
体
の
石
仏
を
巡
礼
す
る
ミ
ニ
お
四
国
参
り
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
　

晴
天
で
あ
れ
ば
四
万
十
市
街
地
や
太
平
洋
が
一
望
で
き
る
山
頂
で
お
弁
当
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　

参
加
を
ご
希
望
の
方
は
申
込
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
　
　

程
　

４
月
５
日（
土
）
　

10
時
10
分
集
合

　

集
合
場
所
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
中
村
駅

　

行
　
　

程
　

10
時
10
分
　

中
村
駅
出
発
〜
石
見
寺
山
登
山
・
巡
礼
ハ
イ
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　

12
時
40
分
　

頂
上
到
着
・
昼
食

　
　
　
　
　
　

15
時
　
　
　

お
茶
休
憩（
石
見
寺
）

　
　
　
　
　
　

16
時
15
分
　

中
村
駅
到
着
・
解
散（
総
歩
行
距
離
　

約
14
・
６
㎞
）

　

参
加
費
　
　

２
０
０
０
円（
昼
食
・
保
険
料
込
み
）

　

申
込
締
切
　

４
月
１
日（
火
）

　

※

列
車
を
利
用
し
て
中
村
駅
に
来
た
参
加
者
に
は
１
０
０
円
キ
ャ
シ
ュ
バ
ッ
ク
！

　
　

ぜ
ひ
、列
車
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
昔
な
つ
か
し
写
真
展

　
　

４
月
中
旬
ま
で
中
村
駅
待
合
室
に
お
い
て
、中
村
駅
開
業
当
時
の
写
真
か
ら
昭
和
の
懐
か
し

　

の
写
真
を
展
示
し
て
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
列
車
に
乗
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◎
消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
う
運
賃
改
定
に
つ
い
て

　
　

土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
四
国
で
は
、
消
費
税
引
き
上
げ
に
伴
い
、４
月
１
日
よ
り

　

運
賃
お
よ
び
料
金
の
改
定
を
実
施
い
た
し
ま
す
。改
定
後
の
運
賃
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

何
卒
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

■
中
村
駅
か
ら
主
な
駅
ま
で
の
運
賃
・
料
金
　
　

※

（
　
　

）内
は
旧
運
賃
・
料
金

　

○
普
通
列
車

　
　

中
村
〜
宿
毛
　
　
　
　

６
２
０
円（
　

６
１
０
円
）

　
　

中
村
〜
土
佐
入
野
　
　

２
５
０
円（
　

２
４
０
円
）

　
　

中
村
〜
土
佐
佐
賀
　
　

６
２
０
円（
　

６
１
０
円
）

　
　

中
村
〜
窪
川
　
　
　

１
０
９
０
円（
１
０
６
０
円
）
　

　

○
特
急
列
車
　

※

自
由
席
特
急
料
金
含
む

　
　

中
村
〜
高
知
片
道
　

４
１
４
０
円（
４
０
２
０
円
）

　
　
　
　

〃
　
　

往
復
　

７
２
０
０
円（
７
０
０
０
円
）

　
　
　

　

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
　

☎（
３
５
）４
９
６
１

材料　米2合分（4人分）
米………………2合
水………………360㎖
菜の花…………100ｇ
むきえび………100ｇ
※調味料A
酒………………大さじ1/2
みりん…………小さじ1
砂糖……………小さじ1
しょうゆ（淡）…大さじ1/2
塩………………少々

たまご…………2個
※調味料B
みりん…………小さじ1
砂糖……………小さじ1
しょうゆ（淡）…大さじ1/2
塩………………少々
サラダ油………適量
※合わせ酢
酢………………大さじ3
砂糖……………大さじ2
塩………………小さじ1

栄養成分（1人分）
エネルギー： 369 kcal
たんぱく質：  12.5 g
脂質　　　： 　3.7 g
鉄　　　　：　 2.3㎎
食塩相当量： 　2.8 g

菜の花の手まり寿司

四万十市立市民病院　管理栄養士　山脇蓉子

～健康づくり編～

菜の花は非常に栄養価が高く、特に、ビタミンＣ、カリウム、鉄、βカロテンを豊富に含む食材です。
しかし、下茹でする際、あまり長く茹で過ぎたり水にさらし過ぎたりすると、豊富に含まれているビタミンＣやカリウム
などの水溶性の栄養素が溶け出てしまうので要注意。
また、貧血予防に欠かせない鉄も豊富に含まれていますが、菜の花をはじめ野菜や穀類に含まれている鉄分は非ヘム鉄。
魚や肉類に含まれるヘム鉄に比べると吸収率は劣りますが、非ヘム鉄の吸収率をアップさせるためには、動物性のたんぱ
く質（肉・魚介・卵など）やビタミンＣと一緒に摂取することをおすすめします。
春の到来や季節感を、食材からも味わってみませんか？

（所要時間 約40分　※炊飯時間は除く。）

ほのかな苦味のある旬野菜『菜の花』
を使った季節感たっぷりの一品。
彩りも鮮やかで、これからの季節は
ピクニックやお花見のお弁当にもお
すすめです。

作
り
方

①米は洗って水を切り、水を加えて少しかために（炊飯器に寿司飯用の目盛があれば目盛通りに）炊く。
②菜の花はさっと茹でて水気を絞り、0.5～1cmの長さに切っておく。
③えびは背わたを取り除き、包丁で荒みじんにたたいておく。
　小さい鍋にえびと調味料Aを入れ、時々かきまぜながら火を通し、汁気がなくなるまで煮る。
④ボウルに卵を割りほぐし、調味料Bを加える。
　サラダ油を熱したフライパンに流し入れ、炒り卵を作る。
⑤合わせ酢を作り、米が炊き上がったらすぐにすし酢を全体に回しかけ、しゃもじで切るように混ぜる。
　②、③、④も加えて軽く混ぜ、ラップに包んで形を整えればできあがり。 
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4
平成26年

★ 

休
館
日
の
案
内 

★

一
般
書

4 （292冊）

児
童
書  

え
ほ
ん

/

熊野・新宮の「大逆事件」前後

スタンダップダブル！　２

スープの国のお姫様

日本橋本石町やさぐれ長屋

ビブリア古書堂の事件手帖　５

紅花染め秘帳

微睡（まどろ）みの海

まほろばの王たち

辻本　雄一

小路　幸也

樋口　直哉

宇江佐　真理

三上　延

平岩　弓枝

熊谷　達也

仁木　英之

思い出をレスキューせよ!

かしの木の子もりうた

記憶のスイッチ、はいってますか

水族館のひみつ

トーラとパパの夏休み

にげだしたファングをさがせ!

パンやのろくちゃん

妖精

堀米　薫

いせ　ひでこ

枝川　義邦

新野　大

エヴァ・エリクソン

マージョリー・Ｗ・シャーマット

長谷川　義史

百々　佑利子

★
簡
単 

楽
し
い「
ち
ぎ
り
絵
」を
作
っ
て
図
書
館
に
飾
ろ
う
！
★

　

図
書
館
で
は
4
月
23
日
か
ら
始
ま
る「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」の
関
連

行
事
と
し
て
、身
近
に
あ
る
材
料
を
使
っ
て
工
作
教
室
を
開
催
し
、子
ど

も
た
ち
に
図
書
館
に
親
し
ん
で
も
ら
う
機
会
を
つ
く
り
ま
す
。
ぜ
ひ
遊

び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　

4
月
26
日（
土
）
　

14
時
か
ら
15
時

場
所
　

市
役
所
３
階
会
議
室（
３
０
３
・
３
０
４
）

対
象
　

小
学
生
以
下（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

定
員
　

30
人（
要
申
込
・
先
着
順
）
　

電
話
ま
た
は
カ
ウ
ン
タ
ー
で
直
接
お
申
込
く
だ
さ
い
。

問 

市
立
図
書
館  

（
３
5
）２
９
２
３ 

開館時間　9：00～18：00
April

４
月
７
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

14
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

21
日
（
月
）
定
　

休
　

日

　
　

25
日
（
金
）
館
内
整
理
日

　
　

28
日
（
月
）
定
　

休
　

日

４
月
29
日
（
火
）
昭

和

の

日

５
月
３
日
（
土
）
憲
法
記
念
日

　
　

４
日
（
日)

み
ど
り
の
日

　
　

５
日
（
月
）
こ
ど
も
の
日

　
　

６
日
（
火
）
振

替

休

日

4月～9月各種スポーツ大会（市体育施設利用）
皆さんお誘いあわせのうえ、ぜひご観覧ください。（日程等が変更になる場合があります）

日　　程

4／19（土）

4／20（日）

5／4（日）

5／5（月）

5／11（日）

　　〃

5／17（土）

5／17（土）・18（日）

5／18（日）～25（日）

5／25（日）

6／7（土）・8（日）

6／8（日）

6／15（日）

　　〃

6／22（日）

7／6（日）

　　〃

7／13（日）

7／27（日）

8／3（日）

8／17（日）

8／23（土）・24（日）

8／31（日）

9／7（日）

9／13（土）・14（日）

9／21（日）

9／27（土）・28（日）

　大会名　

中村合気会発足36周年記念演武大会

武道館落成式模範演武

四万十市軟式野球大会体育協会長杯

高知ＦＤ対福岡ソフトバンクホークス3軍

軟式野球高松宮賜杯１部幡多予選大会

四万十市太極拳協会こうちシニア交流会リハーサル

土佐生涯剣友会幡多交流会

中央区中学校球技大会

幡多地区春季スポーツ大会

ミカサ杯ソフトバレーボール大会

中学校県総体幡多予選大会

フジカップ家庭婦人バレーボール大会

四万十市体育協会長杯バドミントン大会

中村実年ソフトボール協会公式戦

天皇賜杯幡多軟式野球予選大会

家庭婦人バレーボール幡多支部夏季大会

中村クリニック杯9人制女子バレーボール大会

四万十市ミックスバレーボール大会体育協会長杯

四万十市ソフトバレーボール大会会長杯

全国草野球マルハンドリームカップ大会幡多予選

幡多総合武道大会

幡多信用金庫理事長杯小学生野球大会

幡多地区球技大会（卓球大会）

四万十市スカッシュバレーボール大会会長杯

県高等学校バレーボール夏季大会

高知県家庭婦人バレーボールいそじ大会

幡多地区中学校新人野球大会

場　　所

武道館

武道館

四万十スタジアム

四万十スタジアム

四万十スタジアム

武道館

武道館

安並アリーナほか

運動広場ほか

安並アリーナ

安並アリーナほか

安並アリーナ

安並アリーナ

運動広場

四万十スタジアム

安並アリーナ

具同体育センター

具同体育センター

安並アリーナ

四万十スタジアム

安並アリーナ

四万十スタジアムほか

安並アリーナ

安並アリーナ

安並アリーナ

安並アリーナ他

四万十スタジアムほか

【問い合わせ先】（公財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）　☎（34）2071
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初心者ナイターテニス教室 　

ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
も
な
い
人
も
、ラ
ケ
ッ

ト
は
持
っ
て
い
る
け
れ
ど
眠
ら
せ
た
ま
ま
の
人
も
、

こ
の
機
会
に
テ
ニ
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
　

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

期
　

間
　

５
月
７
日（
水
）〜
６
月
９
日（
月
）
　

　
　
　
　

計
10
回

　
　
　
　

毎
週
　

月
・
水
曜
日

　
　
　
　

＊
雨
天
の
場
合
は
順
延

時
　

間
　

19
時
〜
21
時

会
　

場
　

安
並
運
動
公
園
内
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
　

員

　

各
30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
、た
だ

　

し
、こ
れ
ま
で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
優
先
）

参
加
料
　

１
５
０
０
円（
保
険
料
を
含
む
）

コ
ー
チ
　

硬
式
テ
ニ
ス
　

原
　

英
田
・
濱
田
忠
克

主
　

管
　

（
公
財
）四
万
十
市
体
育
協
会

受
付
期
間
　

４
月
10
日（
木
）〜
28
日（
月
）

　
　
　
　
　

９
時
〜
17
時
　

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

ラ
ケ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
人
に
は
貸
出
し
い

　

た
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
以
外
の
補
償
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。

教
室
・
講
座

第10回 四万十市文化祭参加団体募集 募
　

集

（市）教育委員会　生涯学習課
☎（34）7311

問

教
室
・
講
座

　

市
で
は
、９
月
か
ら
12
月
を
中
心
に
市
立
文

化
セ
ン
タ
ー
、市
立
中
央
公
民
館
を
主
会
場
と

し
て
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。今
年
も
よ
り
充

実
し
た
文
化
祭
を
開
催
す
る
た
め
、左
記
に
よ

り
参
加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門
　

　

舞
台
・
展
示
・
映
画
・
文
芸
・
講
演
・
茶
道
・
郷
土

　

芸
能

参
加
申
請
締
切
日
　

４
月
30
日（
水
）

参
加
申
請
提
出
先

　

（
市
）教
育
委
員
会
　

生
涯
学
習
課（
市
立
中

　

央
公
民
館
内
）

※

文
化
祭
参
加
申
請
書
は
、生
涯
学
習
課
に
置

　

い
て
い
ま
す
。

スポーツ吹矢教室 　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は
な

く
、精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性
化
に

も
役
立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響
を
与

え
ま
す
。年
齢
を
問
わ
ず
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し

め
、健
康
ア
ッ
プ
で
き
る
の
が「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」

で
す
。

日
　

時

　

５
月
11
日
・
18
日
・
25
日（
３
回
）14
時
〜
15
時

場
　

所
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
武
道
場

対
象
者
　

年
齢
不
問

参
加
料
　

５
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
）

定
　

員
　

先
着
10
人

受
付
期
間
　

４
月
10
日（
木
）〜
５
月
８
日（
木
）

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
　

師

　

佐
田
昭
一
郎

　

（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
四
万
十
支
部
）

※

運
動
の
で
き
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用

　

意
く
だ
さ
い
。

　

（
用
具
は
ご
用
意
い
た
し
ま
す
）

　

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、運
動
効
果
だ
け
で
は
な

く
、精
神
集
中
や
血
行
促
進
・
細
胞
の
活
性
化
に

も
役
立
ち
、内
臓
の
諸
器
官
に
も
よ
い
影
響
を
与

え
ま
す
。年
齢
を
問
わ
ず
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し

め
、健
康
ア
ッ
プ
で
き
る
の
が「
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
」

で
す
。

日
　

時

　

５
月
11
日
・
18
日
・
25
日（
３
回
）14
時
〜
15
時

場
　

所
　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
武
道
場

対
象
者
　

年
齢
不
問

参
加
料
　

５
０
０
円（
マ
ウ
ス
ピ
ー
ス
代
含
）

定
　

員
　

先
着
10
人

受
付
期
間
　

４
月
10
日（
木
）〜
５
月
８
日（
木
）

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講
　

師

　

佐
田
昭
一
郎

　

（
高
知
県
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
協
会
四
万
十
支
部
）

※

運
動
の
で
き
る
軽
装
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
ご
用

　

意
く
だ
さ
い
。

　

（
用
具
は
ご
用
意
い
た
し
ま
す
）

（公財）四万十市体育協会　安並スポーツセンター内
☎（34）2071

問 申

問 （公財）四万十市体育協会（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

必ず鍵をかけましょう!!
中村署管内の窃盗犯発生状況
（平成25年1月～12月）

窃盗犯合計　326件
※うち214件が四万十市で発生

【主な被害】
空き巣　　　　 24件
出店荒らし　 　23件
事務所荒らし　　5件
忍込み　　　　　4件
倉庫荒らし　　　4件
自動車盗　　　　3件

（キー付きでの被害3件）
オートバイ盗　　3件

（キー付きでの被害2件）
自転車盗　　　 53件
　　　　 （無施錠41件）
車上ねらい　 　52件
　　　　 （無施錠38件）

○夜間や家を留守にするときは
　必ず鍵をかけましょう。
○車、オートバイ、自転車などの
　乗り物盗の多くは、鍵をかけ
　ていない場合に発生していま
　す。少しの時間でもその場所
　を離れる場合には、鍵をかけ
　る習慣をつけ、被害に遭わな
　いようにしましょう。

【問い合わせ先】
中村地区地域安全協会
（中村警察署内）
☎（34）0110

平
成
26
年
4
月
号
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問
土佐中村一條太鼓振興会（池本）　
☎090-4508-2826

催
　

し

奥屋内天然色堂「山茶つみ体験」

“いきいきクラブ“健康教室

街
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら

人
づ
く
り
は
健
康
か
ら
　

健
康
は
運
動
か
ら
！

　

若
々
し
い「
身
体
」と「
心
」を
維
持
し
て
楽
し
い

長
生
き
を
目
指
す
教
室
で
す
。ダ
ン
ス
、ゲ
ー
ム
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
、楽
し
く
運
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

対
象
者
　

市
内
在
住
の
成
年
の
方

期
　

間

　

平
成
26
年
５
月
12
日（
月
）〜
平
成
27
年
３
月

　

中
旬（
８
月
と
１
月
は
休
み
ま
す
）

日
　

程
　

毎
週
月
曜
日

時
　

間
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
　

所
　

安
並
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

内
　

容

　

健
康
教
室（
社
交
ダ
ン
ス
・
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・

　

ゲ
ー
ム
）
　

　

最
終
月
曜
日
　

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー（
健
康

　

ウ
ォ
ー
ク
）

　

※

四
万
十
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
が
指
導
し
ま
す
。

参
加
料
　

　

無
料
　

た
だ
し
、ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
１
８
５
０

　

円（
65
歳
以
上
は
、１
０
０
０
円
）の
加
入
。

　

ま
た
、ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
は
実
費
が
必
要
で
す
。

定
　

員

　

健
康
教
室
　

80
人
　
　

　

ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー
は
40
人
で
開
催（
抽
選
な

　

ど
で
選
考
）

申
込
期
間

　

４
月
７
日（
月
）〜
21
日（
月
）17
時
ま
で

申
込
方
法
　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※

怪
我
や
事
故
に
つ
い
て
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

　

の
範
囲
内
で
の
補
償
で
す
。

第21回　土佐中村一條太鼓定期演奏会　

今
回
で
21
回
目
を
迎
え
る
定
期
演
奏
会
、今
年

も
一
年
の
活
動
の
総
決
算
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　

時
　

４
月
20
日（
日
）

開
　

場
　

13
時

開
　

演
　

13
時
30
分

場
　

所
　

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　

整
理
券
５
０
０
円

　
　
　
　

※

中
学
生
以
下
無
料
。

　
　
　
　

※

当
日
券
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

奥
屋
内
上
地
区
の
住
民
グ
ル
ー
プ「
か
じ
や
村

の
若
衆
会
」主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

こ
の
地
区
に
自
生
す
る
山
茶
を
摘
ん
で
・
煎
っ

て
・
揉
ん
で
の
お
茶
づ
く
り
体
験
を
行
い
ま
す
。

　

お
昼
は
、は
が
ま
で
炊
い
た
ご
飯
、山
菜
の
ち
ら

し
寿
司
と
天
ぷ
ら
、し
し
汁
、シ
カ
肉
串
焼
き
な
ど

地
元
食
材
た
っ
ぷ
り
の
田
舎
料
理
で
奥
屋
内
の
お

ば
ち
ゃ
ん
、お
ん
ち
ゃ
ん
達
が
真
心
を
こ
め
た
お
も

て
な
し
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
　

時
　

５
月
11
日（
日
）
　

10
時
〜
15
時

　

※

雨
天
決
行
。一
部
内
容
を
変
更
さ
せ
て
い
た

　
　

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
雨
具
を
ご
用
意
く

　
　

だ
さ
い
）

集
合
場
所
　

奥
屋
内
上
公
民
館

内
　

容
　

　

山
茶
づ
く
り
体
験（
午
後
は
抹
茶
体
験
も
で
き

　

ま
す
）

　

※

各
自
体
験
で
作
っ
た
山
茶
は
お
持
ち
帰
り
で

　
　

き
ま
す

無
料
送
迎
バ
ス

　

市
役
所
正
面
玄
関
９
時
出
発
　
　
　
　
　
　
　

　

16
時
帰
着
予
定

　

＊
定
員
20
人（
事
前
申
込
先
着
順
・
最
小
催
行
人

　
　

数
10
人
）

募
集
人
数
　

30
人

参
加
費
　
　

　

大
人 

３
千
円

　

小
学
生 

１
千
５
百
円

　

小
学
生
未
満 

無
料
　

　

※

保
険
料
・
昼
食
代
込
み

申
込
締
切
　

５
月
８
日（
木
）

教
室
・
講
座

問
（市）教育委員会 社会体育課（安並スポーツセンター内）
☎（34）2071

問 申

申

問
幡多けんみん病院（経営企画課）　☎0880（66）2222
(市)保健介護課　☎（34）1115

西土佐体感ツーリズム事務局「山間屋」
☎（31）6474　FAX（31）6475

催
　

し

い

第19回　幡多ふれあい医療公開講座
日
　

時 　

４
月
20
日（
日
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜（
開
場
13
時
）

場
　

所
　

市
立
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

内
　

容 

　

「
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
時
、

　

あ
な
た
は
・・・
」

　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院
　

内
科
医
長（
感
染
管
理

　

部
長)　

川
村
　

昌
史

　

「
不
正
脈
と
脳
卒
中
」

　

幡
多
け
ん
み
ん
病
院
　

診
療
部
長(

循
環
器
科

　

部
長)　

矢
部
　

敏
和

参
加
費
　

無
料
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

教
室
・
講
座
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教
室
・
講
座

定期相談所

（本庁）総務課　
☎（34）1804

日本政策金融公庫 高知支店 
農林水産事業
☎ 088(825)1091

日　時 場　所 相談内容 問い合わせ先

4月18日（金）
13時～16時

社会福祉センター

JA高知はた本所 
3階

4月24日（木）

国や県、市の仕事に対する苦情や要望
《相談委員》正木　卓夫 ☎(37)2560
　　　　　平石眞理子 ☎(35)4250

農業に関する借入相談、経営全般に関
するお悩みなどの相談（要事前予約）

四万十市雇用創造促進協議会 4月開催講座

ご不明な点がありましたら、左記までお問い合わせの上お

申し込みください。応募者多数の場合は先着順になります。
問
四万十市雇用創造促進協議会　☎（34）9570　FAX（34）9571　
ホームページ　http://www.shimanto-koyo.com/

教
室
・
講
座

【対　象】市内に居住または勤務する女性　　【受講料】無料

【申込方法】 本人に限り窓口・電話で受付（9時～17時15分　※12時～13時、土、日、祝日を除く）

定員になり次第締め切り。

※講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。
問 申

働く婦人の家
☎（34）6299

行政相談所

無料農業経営相談
（偶数月第4木曜日開催）

募集種目 日　　時

4月22日（火）
14:00～17:00

4月21日（月）
まで

30人

場　　所 内　　容 募集期間講　　師

・夏野菜の定植・播種
※天候や圃場の状況により座学への変
　更の可能性あり。
※農作業ができる服装でお越しくださ
　い。

◆高付加価値農産
　物生産計画・技
　術力向上研修

実地研修
鍋島圃場
（集合：あぐりっこ
研修センター）

4月23日（水）
9:00～12:00

実地研修
鍋島圃場

山下　一穂
（有機のがっこ
う「土佐自然塾」
塾長）

土地価格等縦覧帳簿・家屋価格等縦覧帳簿をご覧いた
だけます。

○場所　(本　　庁）税務課資産税係
　　　　(総合支所）税務課　西土佐税務分室
○期間　4月1日（火）～ 6月2日（月）
○縦覧できる人
　土地・家屋の固定資産税納税者、委任状持参者、納税
　管理人
　※手数料は無料です

【問い合わせ先】
(本　　庁）　税務課資産税係　　　　　☎（35）4428
(総合支所）　税務課　西土佐税務分室　☎（52）1111

資産税係からのお知らせ資産税係からのお知らせ資産税係からのお知らせ
　林業への就職を希望する人を対象に、林業に関す
る座学や実習等を行います。また、チェーンソウ等の
資格取得もできます。

期間　5月7日（水）～30日（金）
　　　原則、土日を除き19日間
場所　香美市土佐山田町大平　森林研修センター　ほか
募集締切　4月23日（水）

※受講料は無料。受講中の宿泊費補助あり。

【問い合わせ先】
高知県林業労働力確保支援センター
☎0887（57）0366

林業支援講習の受講者募集林業支援講習の受講者募集林業支援講習の受講者募集林業支援講習の受講者募集

働く婦人の家講座

4月14日(月)～

日　程 用意するもの 申込期間

5月12日～
8月25日

【7月21日（祝日）
を除く】
毎週月曜日
（全15回）

場　所

働く婦人の家
2Ｆ 和室

定　員

10人

時　間

19時～
21時30分

講　師

中島　京子

女性用ゆかた反物
（綿）、糸、針、ヘラ、
チャコ、ものさし（ク
ジラサシ）

和裁
（作品：女性用のゆかた）
※申込多数の場合は、
　初心者を優先します。

4月21日(月)～

5月13日～
7月15日
毎週火曜日
（全10回）

働く婦人の家
1Ｆ 軽運動室

18人
19時～
20時

シミズ
ダンス
スタジオ

運動のできる服装、タ
オル、運動靴（上履
き）、水（水筒等）

骨盤体操

平
成
26
年
4
月
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★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く108

　

「
超
後
期
高
齢
者
に
な
り
ま
し
た
」

友
人
知
人
か
ら
の
便
り
の
中
に
そ
ん

な
文
面
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
喜
び

の
耀
き
よ
り
も
、
や
け
っ
ぱ
ち
に
感

じ
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　

「
高
齢
者
」
に
前
期
、
後
期
を
か
ぶ

せ
て
い
い
だ
し
た
張
本
人
は
誰
な
の

で
し
ょ
う
か
。
ど
う
せ
な
ら
昔
か
ら

い
わ
れ
て
い
る
長
寿
と
か
、高
貴
、好

機
、光
輝
、な
ど
ム
リ
を
し
な
く
て
も
、

老
人
の
歓
ぶ
言
葉
は
わ
ん
さ
と
あ
る

は
ず
な
の
で
す
が
…
…
。

　

高
齢
者
に
な
ら
な
け
れ
ば
分
か
ら

な
い
こ
と
や
初
め
て
気
づ
く
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
良
い
点
を
い

く
つ
か
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
長
生
き
で
き
る
社
会
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
昭
和
20

年
の
敗
戦
直
後
、
男
性
の
平
均
寿
命

は
24
歳
に
足
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

れ
に
く
ら
べ
今
は
百
歳
の
平
均
寿
命

を
目
指
そ
う
と
し
て
い
る
社
会
で
す
。

ど
の
時
代
を
幸
せ
と
考
え
れ
ば
い
い

か
、
ど
な
た
で
も
お
わ
か
り
の
は
ず

で
す
。生
ま
れ
て
き
た
以
上
、一
日
で

も
こ
の
世
に
長
く
生
き
て
い
く
こ
と

こ
そ
が
幸
せ
で
す
。そ
れ
に
は
、社
会

全
体
も
個
人
と
し
て
も
、
そ
の
た
め

の
努
力
が
な
け
れ
ば
成
し
遂
げ
ら
れ

ま
せ
ん
。
ま
し
て
や
戦
争
な
ど
で
死

な
な
い
で
生
き
ら
れ
る
社
会
を
嘲
う

な
ん
て
こ
と
は
ま
こ
と
に
言
語
道
断

だ
と
い
う
べ
き
で
す
。

　

続
い
て
す
ぐ
れ
た
点
は
、
障
害
者

の
こ
と
を
他
人
事
と
は
考
え
な
く

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
の
こ
ど
も
の
頃
は
、五
体
満
足

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
し
た
。
ど

こ
に
も
何
一
つ
障
害
の
無
い
子
を

誰
も
が
願
い
と
し
ま
し
た
。

　

も
し
も
障
害
の
子
が
近
所
に
い

れ
ば
そ
の
人
の
真
似
を
し
て
み
た

り
、
か
ら
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
当

た
り
前
の
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、そ
ん
な
子（
人
）に
生
ま

れ
な
か
っ
た
こ
と
を
ひ
そ
か
に
よ

ろ
こ
ん
だ
り
し
た
の
で
し
た
。そ
ん

な
心
の
奥
底
に
は「
オ
レ
は
障
害
者

に
は
全
く
無
縁
の
人
生
だ
」と
い
う

傲
慢
さ
が
潜
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
で
す
。歳
を
重
ね
る
に

つ
れ
て
、
膝
の
、
目
の
、
歯
の
、
耳
の
、

さ
ま
ざ
ま
の
故
障
が
わ
が
身
に
降

り
か
か
っ
て
き
ま
す
。
そ
の
時
に

な
っ
て
初
め
て
「
障
害
者
」
の
身
の

上
に
思
い
を
寄
せ
る
こ
と
の
大
切

さ
に
気
づ
く
の
で
す
。高
齢
者
の
大

半
は
ど
こ
か
に
障
害
を
も
つ
身
に

な
る
と
同
時
に
、
や
っ
と
こ
さ
、
障

害
を
持
つ
他
人
様
の
身
の
上
に
も

思
い
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。老
人
た
ち
が
優
し
く
な
る

の
は
そ
の
た
め
で
、人
間
と
し
て
の

深
み
を
加
え
て
い
く
幸
せ
の
世
代

な
の
だ
と
、考
え
だ
し
た
せ
い
な
の

で
す
。

　
　
　
　
　

（
次
号
へ
つ
づ
く
）

　

四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
衞

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

お
誕
生

　

お
め
で
と
う

中
野
 

春
香

田
中
 

佑
里
香

田
中
 

陽
登

宮
﨑
　
 

寧
々  

吉
良
 

竜
平

横
山
 

陽
之
斗

坪
屋
　
 

迅
乃
助

深
木
 

莉
緒

近
藤
 

珠
菜

山
﨑
 

圭
人

菊
田
 

侑
志

入
川
 

心
輝

杉
本
 

琴
海

植
村
 

佑
助

森
田
 

隆
賀

三
吉
 

琉
聖

野
中
 

菫

橘
 

琉
斗

は
る
か

ゆ
り
か

は
る
と

ね
ね

り
ゅ
う
へ
い

ひ
の
と

じ
ん
の
す
け

り
お

じ
ゅ
な

け
い
と

ゆ
う
し

し
ん
き

こ
と
み

ゆ
う
す
け

り
ゅ
う
が

り
ゅ
う
せ
い

す
み
れ

り
ゅ
う
と

桃
果

佑
典

佑
典

伸
哉

一
成

智
也

英
志

俊
行

巴
菜

真
志

直
紀

忠
憲

　

規
仁
志

勝
彦

範
幸

雅
人

靖

（
平
成
26
・
3
・
５
届
出
分
ま
で
）

（
平
成
26
・
3
・
５
届
出
分
ま
で
）

ご
冥
福
を

　

お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
羽
生
小
路

中
村
一
条
通

中
村
一
条
通

中
村
東
町

駅

前

町

中
村
岩
崎
町

右

山

古

津

賀

安

並

安

並

具

同

具

同

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

森

沢

荒

川

荒

川

上
ノ
土
居

山

路

初

崎

92896583869495939492807688639873926061675986

中
村
丸
の
内

中
村
東
町

中
村
東
町

中
村
東
町

中
村
新
町

右
山
元
町

右
山
五
月
町

古

津

賀

安

並

安

並

具

同

具

同

渡

川

具
同
田
黒

赤

松

町

森

沢

双

海

西
土
佐
用
井

住
　

所

保
護
者

赤
ち
ゃ
ん

住
　

所

享 

年

氏
　
　

  

名

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」
、
「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て

は
、
親
族
等
の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
　

（
本
庁
）
市
民
課

（
３
４
）
１
１
１
３

　
　
　
　

ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

鍋

島

下

田

双

海

井

沢

井

沢

藤蕨

岡

甲

蕨

岡

甲

板

ノ

川

奥

鴨

川

奥

鴨

川

大

用

西
土
佐
奥
屋
内

西
土
佐
口
屋
内

西
土
佐
津
賀

西
土
佐
薮
ケ
市

西
土
佐
須
﨑

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
半
家

89868377319276718384938193859290788692

安
岡
 

菊
美

岡
﨑
 

時
惠

沖
 

瀧
の

前
田
 

耕
一

谷
本
 

信

入
川
 

亨

金
子
 

多
藏

大
　
　
 

守

下
岡
 

都
子

朝
比
奈
 

辰
子

畠
中
 

富
貴
男

沖
 

仁

酒
井
 

道
子

竹
内
 

一
雄

島
 

鬼
惠
雄

新
玉
 

茂

西
岡
 

晁

佐
田
 

喜
代
子

橋
本
 

キ
ヌ
コ

大
原
 

道
代

松
野
 

幸
一
郎

宮
川
 

五
夫

平
石
 

富
子

山
之
口
 

タ
ミ

喜
㔟
　
 

菊
子

東
 

嘉
代

上
岡
 

美
登
惠

田
所
 

萬
吉

濱
口
 

守
男

森
下
 

茂
木

渡
邊
 

道
子

中
平
 

福
満

河
野
 

准

松
田
 

美
代
枝

岡
村
 

　

昇

池
上
 

武
法

中
平
 

佐
代
美

竹
本
 

鈴

立
石
 

正
久

池
上
 

週
司

谷
田
 

　

太
郎

か
が
や

あ
ざ
わ
ら

ご
う
ま
ん

覀
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森　　　新花

山﨑　　弥桜

山本　菜々彩

中山　　　楓

福田　　琴子

久保田　陽月

上岡　　美月

宮崎　八真斗

山本　　海呂

山﨑　　由依

秋田　裕希乃

山﨑　　愛未

溝渕　　遥菜

田村　　空壱

福田　　夏鈴

淺利　玖朗人

山本　　琉偉

深原　　大誠

大橋　　直弥

岡本　　怜也

豊永　　瑠耶

佐井　　智寛

西原　　　琳

森　　　圭祐

豊永　　涼平

田野　　真歩

竹中　　　涼

堀川　　風薫

田辺　千香子

森　　　健吾

松岡　幸士郎

横山　　元紀

岡村　　　侑

水泳

〃

〃

〃

〃

〃

〃

相撲

〃

柔道

〃

〃

〃

陸上

〃

〃

水泳

〃

ソフトテニス

〃

柔道

〃

陸上

水泳

〃

ソフトテニス

柔道

〃

馬術

バスケットボール

カヌー

〃

〃

東山小2年（中村スイミングクラブ）

東山小2年（中村スイミングクラブ）

具同小2年（ＩＳＣ）

東山小3年（中村スイミングクラブ）

中村南小3年（ＩＳＣ）

具同小4年（ＩＳＣ）

具同小5年（ＩＳＣ）

下田小2年

下田小3年

中村小3年（中村柔道スポーツ少年団）

中村小4年（中村柔道スポーツ少年団）

中村小5年（中村柔道スポーツ少年団）

中村小5年（中村柔道スポーツ少年団）

中村西中1年

県立中村中1年

中村西中2年

中村西中1年（ＩＳＣ）

県立中村中2年（ＩＳＣ）

東中筋中3年

東中筋中3年

中村中3年

県立中村中3年

中村高1年

中村高3年

中村高3年

中村高2年

中村高2年

中村高3年

北宇和高3年

中村高3年

中村高西土佐分校1年

中村高西土佐分校3年

中村高西土佐分校3年

優秀賞：個人

優秀賞：団体

中村スポーツ少年団

東中筋中学校女子ソフトテニス部

東中筋中学校男子ソフトテニス部

県立中村中学校ソフトテニス部

中村高等学校男子ソフトテニス部

真城　翔大

西尾　　彩

大橋　直弥

宮上　　渚

東　　侑希

25人

14人

18人

21人

13人

野球

ソフトテニス

〃

〃

〃

団体名 代表者・主将 人数 種目

氏　名 種　目 所　属　等

　

ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
顕
著
な
功
績
を

あ
げ
た
方
を
表
彰
す
る
第
９
回
四
万
十
市
ス

ポ
ー
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トンボ王国４月～５月のイベント情報 【問い合わせ先】（公社）トンボと自然を考える会　☎（37）4110

　ゴールデンウイークのトンボ王国では、30種近くのトンボが飛び交い、数万株のカキツバタやスイレン
を始めとする初夏の花が見ごろを迎え、楽しいイベントも盛りだくさんです。
　ぜひ、春のトンボ王国へお越しください。

花のある昆虫写真展パート3

　昆虫写真家である高木真人さんが撮影した作品
をはじめ、花の周りで活動する昆虫の生態写真64枚
を展示します。
期　間：4月26日（土）～5月31日（土）
場　所：四万十川学遊館　※　要入館料

トンボ紙飛行機飛ばし大会

トンボの形をした紙飛行機を作って飛ばしてみま
せんか？2回飛ばした合計の飛距離で順位を決め、
上位入賞者には賞品のプレゼントがあります。
日　時：5月5日（月）10時、15時の2回
場　所：四万十川学遊館　※　要入館料
対　象：小学生以下

小さなコイの世界

　鯉のぼりの季節にちなんで、コイ科の小型魚10種
を6基の水槽で展示します。世界には色々なコイの
仲間がいますが、その中でも特に美しいといわれる
種類ばかりです。
期　間：4月26日（土）～5月31日（土）
場　所：四万十川学遊館　※　要入館料

4月から8％4月から8％

※アメリカでは、州・郡・市により
　小売売上税が課されています。 中小企業庁

あなたの医療・年金・介護・子育てを守るため、消費税の
ご負担をお願いします。
今回の消費税率引き上げ分は全て医療・年金などにあてられます。

消費税率の国際比較
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森下住宅器機
土居水道工事店
中村水道工事センター
㈱中村住設
㈲大杉設備工業
㈲福永工業
㈲カキタニ設備
岡崎プロパン㈱
㈲夕部設備
西南管工
㈱奥宮工業
㈲大同設備
㈲山下建設
豚座建設㈱
㈲平野水道
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2 水道の使用を開始・中止するときは…
引っ越しなどで水道の使用を開始、中止または使用者の名義を変
更するときは、事前に下記までご連絡をお願いします。

【問い合わせ・連絡先】
（本　　庁) 上下水道課　☎（34)1711
（総合支所）産業建設課　☎（52)1111

山下整形外科
市民病院
竹本病院
市民病院
木俵病院
中村病院
吉井病院
市民病院
中村クリニック
さくらクリニック
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☎（ 3 4 ）0 5 1 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 5 ）4 1 5 1
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）1 2 1 1
☎（ 3 4 ）3 1 7 7
☎（ 3 4 ）5 0 0 5
☎（ 3 4 ）2 1 2 6
☎（ 3 4 ）5 1 0 0
☎（ 3 5 ）2 5 5 5

※当番については変更になる場合がありますので、各医療機関へ
　事前に電話でお問い合わせください。
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「広報四万十」4月号は3月26日(水)発送予定です「広報四万十」4月号は3月26日(水)発送予定です「広報四万十」5月号は4月30日(水)発送予定です

4月実施の統計調査

調　査　名 該当地区

家計調査

労働力調査

渡川、具同田黒、丸の内

【問い合わせ先】
（県）総務部 統計課　☎088(823)9344

安並

広報

広報

【問い合わせ先】
　四万十・川の駅　カヌー館　☎（52）2121
　http://www.canoekan.com

四万十川の自然体験シーズンが到来しました。
今年は親子で楽しめる体験イベントが満載です。
また、四万十のうまいものが大集合した、
「春のうまいものマルシェ」を開催します。

日　時：4月19日（土）10時30分～15時
※悪天候の場合は、中止することがあります。
場　所：四万十ひろば（四万十・川の駅 カヌー館下）
内　容：
・カヌー・屋形舟体験（無料）※小学４年生以上
・竹の子堀り（無料）　・スラックライン体験（無料）
・ボルダリング体験（無料）　・木工教室（無料）
・春のうまいものマルシェ
　～四万十川流域のうまいものがいっぱい～
・ストライダーＧＰの開催

入場料　無料
主　催　四万十川びらき実行委員会
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